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潟
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．
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仇
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＼
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。
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司
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・
－
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E
d
－－
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／、、
d
r
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J
E
E
E

習

志

野

市

谷

油

開

・

北、
A
歯

で
も
数
少
な
い
震
の
置
後
、
号
運
ん

で

み

た

。

家

召

l
ピ
1
」
と
い
う
慰
問
さ
っ
た
の
か
、
警
完
凶
じ
た
・
リ
、
ハ
マ
シ
ギ
、

が
あ
る
の
を
と
存
じ
だ
ろ
う
か
。
抽
出
苅

京
成
獄
図
沼
回
収
で
下
獄
、
京
成
パ
ス

問
が
耳
に
入
っ
た
・
と
問
時
に
、
羽
が
さ
ら
に
足
を
巡
め
、
南
側
に
ま
わ
っ
タ
ヒ
パ
リ
・
・
・
・

ゐ
人
た
ち
叫
谷
川
悼
平
副
陶
（
ひ
が
た
と
に
乗
っ
て
、
終
点
の
袖
ケ
繍
団
地
で
降

茶
色
で
、
真
っ
白
な
闘
を
し
た
シ
ロ
チ

た。
一す
き
、
白
い
し
ゃ
れ
た
ベ
ン
チ
常
時
、
約
八
手
｜

一存
ぶ
と
と
ろ

2の
君
た
ち
り
た
・
震
と
究
げ
誌
の
ピ
ル

1
3いち

い
察
、
思
議
が
あ
ウ
む

2
2盗

殺

て

か

李

認

定

休

一が
数
多
く
、
羽
謀
め
て
い
る
と
聞
を
抜
け
、
事
窪
路
の
地
下
道
そ
く
ぐ
び
上
が
っ
た
．
目
き
ら
ず
と
、
「
い
ら
す
む
運
動
議
け
て
い
る
平
準
め
て
い
る
・

Z

E

省
、
目
さ
し
の
峨
・か
い
自
問
自
の
午
・
る
と
、
か
す
か
な
湖
の
に
お
い
と
と
も
る
わ
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い
る
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あ
ざ
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て
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潟
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－
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烈
時
判
れ
一
寸
泊
A
W

力
一
一
正
労

モ
メ
の
群

9

近
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。
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、
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．
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介
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／
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、
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尽
き
品
出
、
マ
｝
フ
り
ア
に
も
な
紙
芝
居
画
家
に
一

－ぞ
盟
も
銭
け
た
。
今
摩
」
そ
ダ
メ

H
i
E
f
－－
；

l
一

だ
と
号

5
2、
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刻
割
付

1
1
1
1
1
1
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－
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品
筑
斜
計
割
引
刊
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刻
刻
州
出
付
制
沼
封

切

郡

司

い

問

問

問

相

主

義

副

一

歩
け
る
よ
う
に
以
っ
て
か
ら
近
く
の
樋
憾
の
方
が
強
か
っ
た
。
で
も
叫
後
の

鈍
沼
の
現
地
人
た
ち
と
仲
よ
く
な
り
、
申
出
は
お
し
い
。
心
に
ら
つ
一
本
手
を

．照
物
や
食
物
そ
も
ら
え
る
よ
予
に
な
っ
ば
や
し
た
つ
も
り
で
以
北
あ
た
り
ま
で

で
聞
の
毛
も
生
え
、
休
も
一川
創刊
に
な
っ
飼
い
出
し
に
行
き
、
魚
包
も
や
り
、
制

水
木
し
げ
る
さ
ん
大
正
十
二
潟
版
社
児
副
ま
ん
が
叫
H
を
没
け
、
一

年
、
鳥
取
県
生
ま
れ
。
前
山
川
町
中

間
十
四
年
か
ら
テ
レ
ビ
で
的
泌
つ
…

鋭
、
印
刷
工
や
新
聞
由
民
と
な

・た
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
問
太
郎
」
で
削
凶

…

一り
、
夜
間
中
学
か
ら
沼
mmで
ラ
バ

ブ
l
ム
の
先
べ
ん
を
つ
け
た
一

ウ
ル
ヘ
。
戦
倒
で
左
腕
を
切
断
。

ー人
。
ほ
か
に
「
mTMく
ん
」
「
総

…

復
興
後
、
多
く
の
側
線
を
悩
な
が
開
示
除
せ
よ
」
「
水
．
A
し
げ
る
お
…

ら
武
臓
岡
田
美
術
学
校
に
通
い
、
一
一
化
け
絵
文
附
（
十
機
〕）」

「不
忠
治
一

年
で
閉
週
。
紙
ヲ
国
側
同
県
か
ら
伐
旅
行
」
な
ど
が
あ
り
、
敗
近
「ほ

本
マ
ン
ガ
界
入
り
。
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少
年
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ま
に
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レ
は
ア
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や
ろ
か
」
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／
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縮
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。
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る
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ら
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。
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店
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A

虫

や

動

物

も

・

と
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ら
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妥
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し
た
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ガ
柔
併
で
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で
、

思

量

一

こ
れ
で
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申
学
は
ム
と
い
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て
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ぷ
り
そ
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っ

き
メ
ン
コ
議
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っ
た
け
ど
、
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一

一
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伐
の
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科
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出
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と
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て

t

一

刷
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め

た

が

、

寝

坊

が

た

だ

っ

℃
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子

ア

ホ

ー
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？

？

す

ぐ

に

さ

。

絵

は

好

き

だ

っ

た

の

で

と

ち

ゃ

う

か

」

ブ

ラ

写

し

て

い

て

も

仕

方

が

な

い

何

と

か

武

野

話

芸

に

入

っ

た

一

大
阪
の
語
学
院
に
巡
っ
た
が
、
室
主
お
店
内

l

の

で

住

み

込

み

で

露

軍

を

や

り

、

が

、

食

っ

て

い

け

る

兇

込

み

が

な

く

二

は

校

長

一

人

で

ロ

左

翼

が

な

く

、

引

引

割

引

制

吋

合

間

に

工

警

高

や

菌

研

究

所

に

－

一

年

で

露

。

そ

れ

か

ら

紙

芝

回

要

一

自
分
で
マ
ン
ガ
護

岸

る

こ
と
を
恩

納

討

対

割

引

叫

遇

っ

た

り

し

た

が

、

や

は

D
合

わ

な

ふ

っ

た

が

、

こ

れ

も

ひ

ど

く

苦
し
と

いっ
き
、
毎
週
百
ず
っ
か
い
た
。
そ
副
剣
山
計
副
司
い
。
そ
れ
に
、
や
が
て
兵
隊
に
ま
れ
票
弱
い
な
ら
と
、
間
伐
し
た
ば
か
み
ら
れ
て
か
部
地
の
ラ
パ
ウ
ル
ヘ
＠
た
ふ
ク
は
、
畏
の
ま
ま
に
告
し

JZo自
分
で
ス
ト
ー
リ
ー
ミ

ぇ
、
一

の
ほ
か
ア
ン
デ
ル
セ
ン
や
グ
リ
ム
若
心
引

dミ
ズ
に
な
れ
て
死
ぬ
ん
だ
と
一

2
絵
の
勉
強
に
も
’
り
の
高
中
学
に
入
っ
た
が
、
抑
制
や

mの
間
違
の
自
主
－
1
誌

に

凶

オ

説

日

州

引

刻

ぷ

司

朗

か

ら
吻
ま
で
か
さ
ま
く
っ
て
も
収
入

一

誤

信

E
、
図
的
側
で
入
院
副
主
っ
て
も
ム
リ
1
ι

悶
川
身
が
入
ら
ず
、
人
並
み
に
「
人
生
っ
て
工
場
で
の
労
働
事
住
吉
。
フ
ラ
フ
め
ら
れ
た
が
、
努
の
的
問
た
け
奇
跡
ゐ

引

凶

針

引

引

制

問

J

は
定
く
、
而
a
日
く
以
け
れ
ば
次
の
仕

一

閉
そ
と
、
震
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
な
由
香
罰
則
い
内
古
川
町
何
若
う
」
と
尽
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

Z寺
本
ば
か
り
抗
ん
で
い
3
つ
的
に
き
た
ど
り
泊
い
た
。
で
も
号

A
引
到
刻
ヒ
マ
が
あ
る
と
遊
び
芝

Eな
い
円
｜
－

l
l

＼一

そ
か
な
り
獄
勉
強
も
し
た
ん
で
す
。

W
倒
間
同
附
官
陀
肱
院
白
水
害
警
の
奪
燥
し
読
ん
だ
ち
、
次
う
と
う
お
令
状
が
き
た
。
ひ
ど
い
書
室
だ
し
、
山
か
ら
窓
に
行
き
、
日
本
に
帰
る
と
暗
隠
十
ヘ
デ
レ
ピ
の
泣
で
詰
誌
が
恵

一

言
は
ダ
メ
だ
っ
た
け
れ
ど
興
味
の

W
福
神
々
が
自
分
霊
セ
ミ
さ
そ
い
ろ
い
ろ
な
考
え
が
あ
る
ζ

お
え
ず
誌
を
号
、
海
に
飛
び
込
て
引
き
と
め
て
く
れ
た
と
は
手
同
阿

1ぱ
割

当

吋

一

あ
あ
こ
定
渉
中
に
な
る
タ
チ
で
い
h
貯
弛
性
問
団
川
匂
と
が
わ
か
っ
面
白
く
な
り
、
ニ
1
チ

戦

場

で

腕

切

断

一

ん

で

サ

メ

や

ワ

ニ

の

い

る

河

尽

く

を

関

誌

マ

以

凶

蜘

凶

問

ぶ

伝

惨

杓

院

長

京

一

語
苦
闘
認
で
担
芸
ほ
ど
刊
す
。

mか
ら
第
し

E
Zだ
っ
た
。

z
と
か
シ
ョ
l
ベ
ン
ハ
ウ
エ
ル
と
か
糸
什

U
ト

hい
れ
」
－
日
中
泳
い
だ
り
、
ぎ
な
い
ジ
ャ
ン
引
け
忍
鼠
刻
町
人
間
出

J
訟

を

む

よ

急

百

で

、

町

一

み
、
何
と
か
資
の
語
学
校
に
行
き
ま
た
、
訴
の
お
ば
あ
さ
ん
が
妖
怪
教
の
本
車
み
あ
さ
っ
た
。
そ
の
賞
、

l
j

グ
ル
議
げ
回
っ
て
「
も
う
こ
れ
ま

4
d効
以

刻

創

司

ふ

引

割

引

外

川

計

叶

り

ふ

た
か
っ
屯
そ
れ
に
区
中
学
あ
な
い
（
ょ
っ
か
い
）
や
銭
安
セ
く
よ
「
ゲ
エ
テ
と
の
対
話
」
が
わ
か
り
や
す
－

E
E務
グ
セ
は
な
お
ら
ず
、

で

」

患

っ

た

こ

在

何

度

も

あ

っ

」

吋

疏

刻

勺

引

制

引

ヲ

宣

伝

蛍
け
は
け
れ
ば
も
う
倒
れ

↑

と
揺
が
な
い
の
で
、
窓
の
試
験
ろ
い
ろ
教
え
ら
れ
て
非
常
に
震
を
持
裂
が
し
て
岩
銭
高
炉
1
一γの
も
毎
管
ン
タ
の
説
。
設
け
で
警
た
。
そ
の
う
ち
訟
で
左
腕
を
切
断
。
品
引
引
制
定
針
到
寸
る
し
か
な
い
と
い
う
ピ
ン
チ
が
州
民
一

の
な
い
側
室
努
品
見
つ
け
て
受
験
し

Z
。

怖

さ

よ

芝

う

い

う

算

議

の

に

告

し

た

。

い

た

わ

け

だ
が
、
そ
の
う
ち
努
芝
雪
て
お
満
足
に
し
て
も
ら
え
ず
、

悩

内

乱

剖

別

問

叶

訂

叶

あ

っ

た

が

、

そ
の
た
び
に
一
保
誤

認

一

司

J
A
l
l－

M
M
H
j
M
U
M－
t
H
i
t
l
u
n－
－

1
1

I

q

－

－

f
u
l
H
H
H
HH

え
、
ベ
ン
話
柄
れ
る
ほ
ど
力
を
込
め
一

一一

て
か
さ
、
問
地
を
脱
し
た
。
妖
怪
や
伝
一

一一
説
の
知
四
叫
が
こ
ん
な
と
き
役
立
っ
た
。

一一
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
周
太
郎
」
の
も
と
に
な
っ

＝

た
「
強
弱
の
鬼
太
郎
」
も
こ
の
こ
ろ
か

一一
き
出
し
た
も
の
な
ん
で
す
。

ヂ
々
の
記
玄
土
設
、
4
M
供えマ、

が
は
、

ク、
~ 

ト
フ
と
l
l寸

Yμ
。
忍
・
〉
ご
と
ぷ
く

1
E－フ，

L

X
は

こ
う
ソ
フ
時
の
と
℃
さ
ム
－
P
〉
の
か

ご
と

7
の
ふ
派
殺
に
い
た
フ

ヲ
、
フ
介
。

つ
り
大
九

の
だ
。
支
今
体
、

行
問
・
あ
3
り
は
訴
訟
伽
の
ウ

ラ
か
め
介
に
ノ
、

水
木
で
ん
の
人
恥
味
介
っ
た

み

つ

九

く

す

よ

、

フ

台

。

ミ
ん
な
時
代
、
＼

Y
W爪は、
t

又
守
之
校
M
7

ー

あ

め

せ

す

」

、

v
t
l寸
、

モ
ノ
土
現
知
町
l
、

役
符
で
苛
＼
3
よ
3
と
れ
介

l
J仏
、
お
っ
て
と
み
ノ

上内り「
t
く
す
の

T
巧「
d
e
V
T
A
爪
は
ヌ
、

改
ま

川
、
自
忽
に
、

焦
土
応
訟
の
、
コ

ゴ
ミ
イ
ミ
C
4
心ノヘ

す
’
に

C
A
Y
の
4

能
力
ゃ

左
手
え
寸
く
れ

虫
に
わ
が
道
教
わ
っ
た

th
〔、

欠
千
本
代
白
川
訴

gω
リ
介
場
と
の
寸
あ

フ六九ハ。

本
代
又
っ
寸
、

ミ
う
の
h
M

、
ωヱ
宅
寸

川
「
d

と
て
の
よ
プ
こ
い
の
一

千
点
王
大

フ

＝宅

fl 

フ
？
＋
め

3
．ー
£
袋
、
オ
レ
は
＋
仏
、

と
う
リ
コ
ミ
－
X
E捜
幻
何
？
＋
3
3オ
レ
ャ
ι在
ん

？
く
A
下
た
と
だ
、

、フ爪
l
／
《
忠
フ

オ
レ
は
、

マ
ん
六
介
ん
本
、

U

リ
介
為
、
級
新
l
「
L

ん

や
円
介
ん
ゑ
し
活
、
ま
耳
、

V
T
K
m庁。

水
木
マ
I
N
の
』
又
、
別
代
＋
心
ず
か
l
り
守
ザ
、

ミ
ゼ

Eτ
フ
寸
ゾ
t
b
u
j（、

住
〉
寸
ぎ
り
芯

＼｝ 

た
ん
ノ
ヘ
モ
l
「
i

り
マ
0

．

日
常
の

‘
（
介
dyみ
つ
や
づ
ま

yu似
己
品
川
は

汁
、
〉
リ
ご
ゾ
旬
、

人
事
の
4
り
を
払
り
の
け
く

く
爪
3
ょ
う
だ
。

・
い
山
の
－
喧
荷
4
y
」
，
乙
り
の
わ
き

精
神
め
守
マ
、

b
’
石
の
か
1

紙
芝
居
が
つ
ぶ
れ
て
か
・り
は
山
岡
本
町

の
マ
ン
ガ
を
や
は
り
七
、
八
年
日
重

一

と
忙
し
さ
は
栂
従
レ
り
ザ
。
向
M
M

は
た

｝

ま
る

一
方
で
、
背
広
以
ど
十
伴
ぬ
臥
れ
れ一

つ
似
し
だ
ゆ
た
が
、

紙
芝
肘
で
何
院
も
－

W
加
害
乗
り
俗
え
白
矧
罰
日
～

っ
た
ペ
ぽ
分
の
休
前
一ほ
ど
の
ミ
ミ
ズ
九五
一

良
べ
る
火
曲
目
い
の
モ
グ
ラ
が
抽
終
動
さ
一

回
っ
て
い
る
よ
う
な
も
り
だ
っ
た
が
、

一

口
怖
が
一
だ
っ
た
か
ら
何
ち
こ
伺
え
向
4

M
川
町
除
問
問
叩
A
倒
閣
は
ν

一

い
F
E』ツ？で
A
奇
話
司

聞
は
M
m
る。

家
朕
に
も
寝
る
こ
と
に
は
一

潟
大
で
、

2
D
に
は
ソ
フ
ァ
ベ
ッ
ド

一

が
幽
い
て
あ
っ
て
、
よ
く
み
ん
な
原町田

一

を
す
る
。
命
は
震
一
年
と
小
笠
ハ

一

年
の
仰
で
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
こ
っ

一

て
い
て
勉
強
は
し
な
い
。
家
内
は
そ
れ

一

で
よ
く
お
こ
る
が
、
ポ
ク
は
仰
に
も
笛
一

い
ま
せ
ん

U

一

‘
ポ
ク
も
鋭
や
先
生
に
く
だ
ら
な
い
と
叫

苅
刻
引
引
引
川
副
剖
弓
引
っ
一

、
一
僚
に
学
校
や
成
繊
が
す
べ
て
と
思
う
一

品
創
刊
刈
羽
汁
も
制
剖
↓

一
弘
削
除
凶
惜
院
院
佐
仰
と

山
市
ま
す
ほ
同
情
港
仲
b
炉

J
M、
一
也
け
た
く
む
し
は
い
e

そ
れ
で
も

州
矧
品
川
川
副
引
割
引
剖
寸

バ
一
矧
閣
制
刻
u
U剖
剥
ツ

な
気
が
し
ま
す
よ
。
ボ
ク
は
や
っ
ぱ
り

虫
人
間
か
な
。

， 
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L
Z
口完句三／突、ヲカイセ

本
当
は

ご
う
リ
フ
希
厳
広
、
主
．
必
要
だ

h
h
b
 

νー
の
当
り
で
す
。

市
！
と
、
ど
l
恥
さ
’
込
励
文
壬

l

ー
ぶ
り
ょ
、
フ
ふ
い
h

ノ
、
ど

I
A汁
一
者
け
り
ご

，Y」

ふ
川
及
、

又
子
、
フ

s
y
aリ為、
v
f
l
寸
大
ア
ゐ

？
す
。

7
「
だ
仇
ソ
ご
与
ん
介
け

y
な
し
ノ
ピ
、
野

水
s

の
い
い
口
穴

y
げ
の
ゴ
J
Z
X
I
う
い

τ
3叩

1
1
ょ
う

阜
の
ム
ス
品
明
、
－
十
舟

Z
守、
a
d
b
気
の
人
は
4
E
リ
ま

角、

震
徳
島
、
現
市
人
同
牛
険
ナ
」
芳
え
た
で
（
ょ
今
日

主川刷
鮮
が
立
ち
並
ぶ
原
繋
能
川
町
め

つ

Y
が
い
そ
う
に
な
い
流
政
と
し
た

虫
て
地
の
一
均
谷
鯵
遊
園
の
隣
り
と
の
平
副
同
に
、
四
準
夜
通
じ
て
綴
々

合
わ
せ
に
、
晶
画
で
皇
少
ほ
い

野

草

ち
鳥
が
や
っ
て
く
る
・

府
の
飛
思
あ
る
・
地
元
の
人
た
ち

’
と
と
し
五
月
下
旬
、
と
の
千
里

が
「
谷
情
悼
平
潟
（
ひ
が
た
）
」
と
呼
く
の
観
め
立
て
地
に
二
羽
の
鳥
が
割
問

ぷ
と
ζ
ろ
炉
、
安
君
主
士
ニ
吟
い
降
り
た
・
平
楽
の
干
潟
を
守
る

周
囲
は
ほ
ぼ
組
め
立
て
ら
れ
、

湾
問
開
会
、
目
本
野
鳥
の
会
干
葉
亨
蔀
の
会

辺
路
が
突
っ
き
る
．
緩
物
〈
せ
い
ぷ
員
も
、
そ
れ
ま
で
観
察
し
た
こ
と
が

谷戸事干潟i丘くの温め立て地にやっ・てきたセイ

タカシギのま理鳥。細長い脚とスマート，.休が
美しい ＝千翼連市の干潟を守る会i足供

.)1く

h

怖
い
鳥
だ
っ
た
！
と
が
っ
た
削
除
い
れ
る
よ
戸つ
に
な
り
、
－
絞
り仰

の一

ぐ
ち
ば
し
、
ス
ラ
り
と
し
た
臼
い
ル

m
mと
み
ら
れ
る
よ
ろ
に
な
っ
た
・
し

に
黒
い
羽
の
次
銭
。
何
よ
り
の
特
徴
か
レ
、
ま
だ
ま
だ
珍
問
だ
・
今
ト
リ

は
、
ピ
ン
ク
の
非
常
に
公
い
仰
で
あ
気
迫
い
々
た
ち
は
均
一
汀
刊
の
到
米
げ
い、

る

J
cっ
そ
く
専
門
家
に
俳
再
起
し
て
興
信
レ
た
・

も
ら
っ
た
と
と
ろ
、
ζ
の
イ
キ
な

い

数

日
間
の

m
mの
u
m
M
点、
二
羽
は

で
た
ち
の
主
は
、
わ
が
国
で
は
め
っ
公
開
で
、
ど
一
や
ら
れ
瓜
の

m仰
に

た
に
お
目
に
か
か
れ
な
い
セ
イ
タ
カ
と
り
か
か
っ
て
い
る
ら
し
か
っ
た
・

シ
ギ
だ

っ

た

・

間

um川
の
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
色
め
き

セ
イ
タ
カ
シ
ギ
の
分
何
協
は
、
ソ
た
っ
た
。

ζ
れ
ま
で
問
内
で
セ
イ
タ

述
間
側
、
地
中
海
沿
同
州
、
ア
ラ
ピ

カ
シ
ボ
が
川
県
を
つ
く
っ
て
ヒ
ナ
そ
か

ア
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
シ
ナ
単
品
、

え
し
た
例
は
、
愛
知
川
刊
の

ωmm弥

中
国
大
陸
な
ど
．
か
つ
て
は
ど
っ
か
宮
町
絹
川
ギ
街
地
で
、
五
十
年
と
五

か
ら
迷
い
込
ん
で
き
た
迷
鳥
と
さ
れ
十
一
年
の
二
回
し
か
似
黙
さ
れ
て
い

て
い
た
が
、
近
年
、
肝
間
後
好
家
が
な
い
か
ら
だ
。
「
と
ん
な
庇
れ
地
で

ふ
え
る
に
つ
れ
、
問
問
川
ら
M
U
C

べ一
～し
て
ヒ
ナ
そ
か
パ
九せ
る
だ
ろ
う

か
」
「
餌
（
え
さ
）
が
あ
る
の
だ
ろ
・
：
。
と
ん
な
m
m
余
を
よ
そ
に
、
七

ろ
か
」
「
他
の
尚
も
く
ら
し
て
い
る
イ
タ
カ
シ
ギ
の
夫
附
は
川
町
づ
く
り
に

の
だ
か
ら
だ
い
じ
よ
う
ぶ
だ
ろ
う
」
叩
需
の
段
子
だ
っ
た
。
野
鳥
の
内
卒

繋
支
部
は
さ
っ
恥
之
メ
ン
バ
ー
を
総

動
員
し
て
説
明
例
ψ

嗣
訴
を
蜘
室
、

と
の
砂
利
の
子
育
て
を
見
守
っ
て
ゆ

〈
乙
と
に
し
た
。

舞
い
降
り
た
イ
キ
な
姿



w
没
リ

h

で
づ
を
マ
ヤ
’
」
払
川
凶
い
た
ぞ
り
下
』
λ
J
7，F
h
』
む
〉

〈
今
場
、

B
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とりまかれている。人｜切にかいては適応総力、

干潟K沿いては浄化機能をもって、その時その

所で毎日対処している。す念わち人体の機能の

それと同じく‘干潟も健闘本位Kつ〈られてい

るのである。人聞の体をつくョている大地の土

ですら‘いためつけられながらも．必のれ本来

の働きをしようとしているのと同線である。

自然を汚染し、磁波し、自然がもともと持ヨ

ている機能を狂わせてゆく左らば．直接的ある

いは間接的（I(＇人間の物心両方 l'C＞りして、何ら

かの怒い結果をきたさな〈てはお‘か念いだろう。

自然を破製してゆくととが．やがては我h人聞

を表返させ‘破簸してゆ〈というのは、決して

理屈上のζ ととか、単なる bどしではな〈、事

実であり．科学であり、何よりも自然自体がそ

うだと言っているでは老いか。

人聞と自然との関係はどうあるべきか念んて

オツにすましたよう念とどを言っている人たち

も多いが、何をのん気念ζとを言っているんだ。

関係だとか．対してだとか乱んてものじゃ念い。

人聞はそっ〈りそのまま生きている自然では念

いのか。そんなとと言うとと白体根本的l'C＂！ち

がっている。自然保護の考えや．その舞台があ

まりKも小さすぎるのである。有害ですらある。

人聞は生ける水であD、空気であり、光であ

り‘色であ D、音であり．そして大地である。

人間一自然念るものを．たんなる経済や工業開

発からのみつ ＜！｝ 出してはいけ念い。つ ＜！） 直

し、ぶち援わし、変草し、乗りとえなければな

らないのは工業や文明、主義や戎々の考え方で

あって．決して人間では左い。

私は自然保護の野口英世や西郷隆盛を待望し

ている。今その人はどとにいるだろうか、どと

から登場して〈るのだろうか。現代文明の行〈

末を照らす松明を手K新しいピジョンをひっさ

げて‘宣った〈予期し7i:V¥介野からft.trの前K

登場して〈るかも知れ'f.l¥t¥。

夕日K赤〈そまった干潟K群れとぶシギやチ

ドリ。それを見る人の心情。それは地球が太陽

のまわりを回るのと同じ〈、等し〈真理念ので

ある。

現在の東京湾のよう K、たやす〈赤潮や脊糊

’が出現するのは、とりも念なさず、汚染という

外敵の攻撃K対して‘抵抗力ゃ回復力．そして

防衛機能がいちじるし〈厳殺されてしまって→

いるからである。埋め立てKよる干潟の破践は、

干潟が本来持っている浄化f(d.J.汚染K対する

適応力や回復力を次hと失わせていったのであ

る。あたかも人体が．バイキンの侵入や‘寒署、

疲労K対する抵抗力K欠けるが如〈である。我

現々代Kはもはや、往時のあの古代人か持って

いた主う念イ心身の勇気と豪胆さはない。 t待K

都市生活者にお、ける．心地よく温度調節された

冷暖房室‘交通の便利さ．車の普及、多種多量

の食料．奴楽施設．あるいは医薬品の多用は．

個人が本来備えている．自然現象に対する適応

能力ゃ抵抗力を‘防衛機能念どを活発K働かせ

な〈ともすむようKしているのである。もし人

体がか〈のどとき影響を日々受ける左らば．人

間形成や特f暢t能fl(何ら支障が生じ念いでナま

せられるだろうか。

現代人が疲れやすしすぐカゼをひき．精神

が軟弱左のは．伺が原因なのか。赤潮や背潮は

うみのカゼであり．病理現象であり、サインで

あり．うみの絵言葉念のである。しかしうみは

人聞に伝えるべ〈 ζ とばを持つてはいない。た

だ魚やカzたちなど、そとに生息している生き

ものをして諮らせている。

’J
／
／
 

化と自然保謬

一干潟を見つめて一

て王監
芳ミ工

森田三郎

すべてのしくみが人聞の体の織自主Kも見い出さ

れると感心するが．そうでなければ合かしいの

である。

自然界K存在するあらゆるもの．他物も動物

も、感星の進行や四季のめく.！） ‘そしてダイヤ

モンドの結晶の知きですら、 →ζれらはみ攻、

飼人の中Kあョて人聞を理解する手引き書であ

る。人間は自然界の万物の‘文字通り生きてい

る過去帳なのだ。人聞は宇宙の中心であD‘原

点であり．すべてである。

(2）人体とうみの防衛機紘

干潟が、しがみずをきれいκしてゆζ うとす

る働きとはまた→逆l'C.しなみずも干潟をきれ

いKしてゆ〈。干潟としかみずは‘あたかも我

裁の体の機能を思い起ζさぜるつ

それは、動くしなみずは体内を流れる血液で

あり．静止している干潟は．心臓や腎臓‘ある

いは肝臓の如きものである。

干潟である差是々の内臓務官が、健康なもので

あP、よ P強じんKして良〈働くならば、我々

の体内を流れるI血液は、よ PきれいKなり、全

身Kくまなくゆきわたり、活発fl(流れるo

tたもし、技hの血がきれいUてなるならば．

よD多〈の酸素と栄養を全身の組織tてゆきわた

らぜ．各器官のしくみと働きをして．より活発

K、より健康念ものとするととができるのであ

るnか〈してとそ人体は、暑さ寒さ‘疲労や睡

眠不足、空腹や渇きなどl'C~1 し、ょ p よく対処

．し、克服してゆ〈ととができる ζ とKなり‘平

安、精神の集中、申書気、熱望する力を主？のが、

手にbさめてゆ〈。現代文明の生活がもたらす

数々の挑戦、ストレス、騒音‘不安、困苦は‘

技々人間が、辛子のれの心身をよく自然保護たら

しめるととKよって適応し．乗り切ることがで

きるのである。うみもまた‘とれK変わるとこ

ろは念い。

t1l 
我々は自然界に存在するすべてのものKよっ

てつくられている。万物は夜々個人の中Kあフ

てとそ．もョとも良〈組織づ〈られて活動して

いる。

人聞はあらゆる自然が．一大集成されたもの

で．とてつもな〈広大念パノラマである。実K

個人ひと Pひとbζそ、動き・走P・喜び・苦

悩し・歌い・祈 ！｝ ＇そして力闘する自然である。

ζの個人の体をつくっているものは‘かョて

は、さかま〈風の中を羽ばた〈渡り鳥のつばさ

であり、七色の虹であり、波とうのとどろきで

あり‘ 夏の空K湧〈雄滞在入道雲であb、真赤

K噴きあげる溶岩であり．ヒマラヤの氷河であ

り、北俸のやみK輝〈オーロラであり．森かけ－

Kひっそりと1災〈ゆ Dの花であ夕、冷〈情き泉

であったσ・人間とそ‘も っとも危険とロマンK

満ち満ちた生ける自然である。

我 kの限K映るものはすべて、かつてはだれ

も情人の体をつ〈っていて‘りっぽK活動して

いたものばかりである。海にあるもの．地lてあ

るもの．空を飛ぶもの‘自然界の万物は個人の

中へ入Pきたり．全身の機能をκなョてあらゆ

る活動を成し．そして出てゆ〈。聖脅のととば

人間の体と自然界

(3） ま とめ

人間もうみも．現在あらゆる外敵tてさらされ、

／〆
州~

司、・ ‘ー，－－蝿 ．． 、，旬、・・‘ 司喝、， 句、 ．． ‘ー副司 句M’ー
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DD 

の如〈、文字通 ！｝ ＇人間は土よ Pできている。

人聞は自然、の一部でも、たん念る一員でも念い内

それはまちがっている。人聞は自然、の全部であ

b、全体である。

自然、界の万物は人聞の中氏 ζそ見い出され．

そのし〈みも・法則も．そして謎も、とれらは

みな．人聞の中に存在しているのであり‘狭々

に一身Vてよ〈兼ね備えられている。自然界の符

秘も驚異も美しさも、はてし念〈広がる宇宙の

広大さも．人間という．巨大な未知の大鐘の中

' k見い出されるものK比べれば、ものの童文では

をい。人間tてはとのすべてが脈打ち．息づき闘

劃しているのである つある人hは自然、界Kある

クト｜ 千'I
1『80.6.3

）ー』｝ー－、ー『 ー’ 「 ーー 、』 ー- -
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と
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熱
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懸

の
襲
警

露

け
h
れ
た
が
、
な
か
な
か
結
論
は
出
は
一

か
え
り
た
て
の
と
ろ
、
ち
ょ
っ
と
レ
か
な
か
梁
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．
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け
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。
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を
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滋
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．
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．
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＼
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部
河
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潮
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岸
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台
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潮
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受
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あ
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あ
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と
思
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と
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て
い
る
。
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ま
と
め
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必
行
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も
に
改
日
目
指
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を
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め
た
。
県
は
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高
度
経
済
成
長
期
に
企
業
を
柄
数

…

県

内

の

東
京
湾
沿
い
の
閉
め
立
て
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保
会
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設
の
一
つ
。
慢
帽
の
後
背
地

一防
相
川
閉
山
の
見
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し
を
ほ
と
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ど
し
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か

一
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内
に
あ
る
と
と
が
わ
か
っ
た。

一線
沈
下
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で
現
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は
地
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界
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O

す
る
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急
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な
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め
立
て
を
し
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定
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的
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出
し

一
陸
軍
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が
あ
る
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、
海

一
っ
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た
め
、
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縮
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当
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る
卵
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立
て
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こ
が
、
そ
の
結
果
、
旧
海
岸
線
沿

…

た
県
が
三
十
六
年
、
そ
の
用
地
と
し
て

一岸
保
全
区
域
に
指
定
し
、
宮
線
沿
い

一堤
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
は
千
巣
市
の
）
肉
、
集
局
が
叫
民
地
で
あ
っ
た
場
合
は

一も
あ
る
。
虫
記
円
台
風
か
、
そ
れ
に
問
、

い
に
段
り
ら
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て
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防
車
三
市
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事
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器
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自
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一
に
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る
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書
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捜
だ
っ
た
場
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台
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五
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打
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に
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残
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て
し
ま
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て
に
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。
つ
い
で
喜
郡
袖
ケ
浦
町
一
東
京
湾
岸
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、
ほ
と
ん
ど
が
海
一
十
五
万
人
）
が
あ
る
葉
地
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な
ど
の
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賃

そ
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他
の
場
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量
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を
受
け
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が
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。
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用
地
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今
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の
台
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越
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の
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全
区
域
に
指
定
さ
れ
、
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十
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部
だ
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大
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思
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し
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し
、
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在
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で
も
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で
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結
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れ
も
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、
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。
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取
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さ
れ
、
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っ
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い
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だ
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績
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と
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ろ
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千
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が
今
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室
所
が
あ
る
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工
話
併
の
大
部
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で
、
従
来
の
防
躍
起
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下
一
で
工
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用
地
色
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業
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担

任

せ
る

寸
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な
ど
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襲
も
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り
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吹

い現
在
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与
警
の
半
分
に
相
当
す
る
約
一
年
丁
三
月
、
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従
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四
人
暗
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一
分
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習
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市
の
納
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地
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千

τて
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に
わ
た
り
地
中
に
陥
没
し
て
宮
室
、
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＼
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も
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で
い
る
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湖
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で
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富
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、
一
万
一
千
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τ出品い
、
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あ
る
の
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さ
な
い
た
め
に
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地
と
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・
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防
潮
堤
は
海
岸
法
で
定
め
ら
れ
た
潟
一
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を
飼
べ
た
と
と
ろ
、
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ま
ざ
ま
な
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一
（
二
千
世
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、
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千
人
）
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ど
の
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宅
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と
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ろ
（
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習
志
野
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岸
）
一
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潮
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、
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の
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葉
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潮
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！

0

・

ン
J

一
一
ま
ず
、
海
岸
法
で
は
原
則
と
し
て
海
一
央
榊
陣
地
区
に
あ
る
千
策
中
央
間
山
日
昔
、

一な
ど
の
建
設
で
数
十
カ
所
で
切
断
さ
れ

－
い
は
ず
だ
」
と
反
論
し
て
い
る
。

一

J

’S
．

ィ

．
・回
開
線
沿
い
に
防
潮
堤
を
綬
け
ら
れ
ね
ば
一
岡
部
便
局
長
立
美
術
館
な
ど
の
公
共

一
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。

一東

京

都

、
神
奈
川
県
で
も
防
湖
堤
の

一

勾
J
f
h
v

．

5い
が
、

官

製

室

長

、一
緊

密

5
8
3て

一

行
政
察
局
は
絶
望
し
て
の
内
三
問
題
は
あ
一

2
5
2が

、
行
一

一部
に
あ
る
防
潮
堤
ラ
イ
ン
を
畑
一
め
立
て

＝政
慰
察
局
側
か
ら
問
題
を
指
摘
さ
れ
た

一

湘

g

貴

重

な

問

題

提

起

一

ど

は

巡
ん
で
来
た
が
、
病
理
ど
水
の

一地
の
海
岸
線
沿
い
に
移
し
替
え
る
な
ど
一
の
は
千
震
が
初
め
て
必
ケ
｜
ス
o
千
一

川

肘

椎

民

情

美
・
筑
波
大
情
造
工
学
系
教
一
問
題
は
渥
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
恕
味

一防
潮
ラ
イ
ン
の
見
直
し
を
図
れ
②
防
潮
＝
孫
娘
の
場
合
、
題
め
立
て
規
模
が
他
県

一

＼

綬

（

流

体

工

学

専

攻

）

の

鱈

東

京出同

一
で
貧
血
な
問
魁
舵
起
と
思
う
。
一
岡
山
を
現
在
の
海
岸
線
に
移
さ
な
い
場
合

＝
と
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
大
き
く
し
か一

の
高
潮
対
策
は
む
ず
か
し
い
問
題
も
あ

一

防

潮

ラ

イ

ン

見

直

す

一

は
、
組
め
立
て
地
の
後
背
地
を
守
る
た
＝
も
台
風
が
東
京
湾
を
鈍
う
場
合
、
認
m
一

り
、
東
宗
湾

の
入
り
口
を
閉
め
切
っ

一
池
田
達
哉
・
県
土
木
部
河
川
際
課
長

一め
内
陸
部
に
残
さ
れ
土
い
る
防
潮
堤
の
土
北
よ
コ
1
ス
を
と
る
こ
と
か
ら
、
高
潮
一

て、
・こ
こ
で
高
潮
を
防
と
う
と
い
う
案
一
網
佐
の
隠
海
開
保
全
の
図
の
予
算
と
一
維
持脳同
砲
を
劃
回
定
的
に
徹
底
せ
よ
③
防
＝
被
告
は
東
京
、
神
奈
川
に
比
べ
て
最
も
一

も
あ
る
く
ら
い
だ
。
千
潟
県
の
聞
あ
立

一い
去
の
は
あ
ま
り
な
い
。
し
か
も
組
め
一
湖
泥
の
現
在
の
所
管
官
庁
の
見
直
レ
を
＝
一
党
け
や
す
い
た
め
一
層
深
刻
と
い
う。

一

て
地
の
問
題
は
初
耳
だ
が
、
企
業
用
地
一
立
て
が
漸
次
前
回
に
巡
ん
だ
た
め
対
応
一
は
か
れ
｜
｜
と
県
に
対
策
を
泊
っ
て
い

一

一

は
と
も
か
く
、

住
宅
用
地
が
あ
る
と
と
一

が
運
れ
て
い
た
。
今
後
、
県
庁
内
の
関
一

ぁ
。

ろ
は
急
い
で
防
潮
堤
を
殺
践
す
べ
き
と
一
係
各
線
と
話
し
合
い、

予
鱒
の
都
合
の

一

県
側
は
沼
田
知
事
名
で
近
く
回
答
を

思
う
。
防
災
と
い
う
の
は
ど
う
し
て
も
一
つ
く
か
ぎ
り
、
防
潮
ラ
イ
ン
の
見
直
し
一
山
山
す
た
め
、
土
木
部
、
腿
林
水
産
部
な

後
回
し
に
な
る
。
間
間
近
は
地
震
対
策
な

一
を
は
か
り
た
い
。
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心
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れ
M
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て
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岡

崎
め
立
て
地
の
上
空
な
何
度
・
髭

’u艶
一
ハ
．
ハ
公

4

回
す
全
う
に
な
っ
た
・
朝
日
の
さ

ー

ー

：

i

：

hHArHA
ガ

z
q
d
d
い
と
と
．

5、
甲
語
、
ピ
1
ン

r
L
klpふ
た

’
去
に
伸
ば
し
た
替
の

D．

万
円
川

3
1
y、

清
い
き
パ
ッ
主
主
ハ
羽
の
姿

I
I
I－

は
、
鮮
や
か
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
の

「
キ
、
キ
ィ
l
ツ
」
・
セ
イ
タ
カ
シ
続
い
た
・
羽
の
色
、
体
ワ
さ
に
似
鳥
と
そ
し
て
、
七
月
二
十
八
一白
羽
メ
つ
い
依
子
を
見
守
っ
て
い
た
閣
必
－5
ん
は

ギ
別
府
が
突
然
、
け
た
た
ま
し
い
鳴
き
似
て
き
て
、
も
う
幼
鳥
と
呼
ん
だ
方
が
に
、
四
羽
の
幼
鳥
は
、
規
烏
の
後
に
鋭

「飛
ん
だ
。
も
う
大
丈
夫
だ
」
と
、
こ

声
を
あ
げ
て
飛
ひ
立
っ
た
。
上
空
に
飛
ふ
ぢ
わ
し
い
ほ
ど
成
長
し
て
い
た
・
い
て
大
空
ヘ
舞
い
上
が
っ
た
・
初
め
ど
も
の
よ
う
に
叫
ん
で
い
た
。

ん
で
き
た
自
分
よ
り
六
き
な
コ
サ
ギ
を

設
浅
府

目
が
け
て
、一

底
的
仰
に
向
か
っ
て
ゆ

く．

ま
さ
に
、
組
制
中
だ
。
篤
い
た
コ
サ

ギ
は
、
ぼ
う
ぼ
う
の
で
い
で
逃
げ
て
ゆ

く
・
七
月
十
七
日
、
い
つ
も
巡
り
吹
舗

に
出
か
け
た
午
前
地
の
平
問
を
守
る
会
の

悶
松
俊
英
さ
ん
（
三
七
）
が
、
偶
然
出
会っ

た
光
M
M
だ
っ
た
。

ヒ
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は
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刊
湛
え
る
ほ
ど
大
さ
く
な
っ

た
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だ
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な
い
。
ヒ
ナ
た
ち

そ
守
る
都
鳥
た
ち
は
、
四
一
の
ギ
ャ
ン
グ

と
い
わ
れ
る
ウ
ミ
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・
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た
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日
の
厳
し
い
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事
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せ
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か
、
次
第
に
綿
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向が
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泌
し
て
ゆ
く

の
が
わ
か
っ
た
。
特
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姉
さ
ん
女
房
の

メ
ス
の
や
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れ
万
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ひ
ど
く
、

羽
の
傷

み
も
目
立
っ
た
．

そ
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幼
鳥
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労
が
、
報
わ
れ
る
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っ
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き
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七
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二
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、
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が
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M
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議
団
体
句
会
報
、

一I
z
t

－霊
8

1

1

d
二
信

一

で

園

田

監

田
園
圃
・
4W
G，

i
の

－

f

－
｛
句

j
j
z
l
j
ノ
；
量
寸
一

懇
話の拠
告
して、
野鳥
二
おお

則
一

一

園

町
歯
周
川ur

－－一
J

一υ
研
ー

リ
3

ん
広
忠
良
お
の
主
主
一
持
続
昼
間
一

一

一
圃
阻
・
・
・
圃
・
圃
．
，
一－
d
J
．
一
・

1

ー

‘

i

ー
：
一
矧
容
が
、
県
企業庁
か
ち
「不法
二

斗一

曲

目

置

一

－NSL
一
す
示
、
遠
リ
息
の
カ
レ

U
γ
1
2穂
一

叫にあた
る」じ
針
。
－2
一

の

一

－

圃

・

・

圃
圃
・
・
ヲ

州
ー

－
F
へ

一

切、保菌
体によって
自主撤去
二

ー
一

一

－

－

聞

週

岨
圃
圃
・
m
パ一二

一
に

パ

、

ν
ア
レ
リ
ト
、
虫
芝
γ
」－
s網
や
魚
一
イ山吋ゆ一一～初
めロ渇一
の話
二
日

し

一

一
国
胆
命
・
・
・
周
れか
ト

一

枚

』

1

・

句

、

J

’

d

一きいが五日
、船柄市
の開票
二

5

ぺ

一

一

個

b
圃

圃

圏
内

〈：
・
一
I

Z

X
す
向
州
、
け
か
を
l
た
時
の
急
松
一
時

持

続

十

一
一叫

陀

一

一

置

圃

岡

剛

園

山

糸

川l
yip

－
主

J

d

l

d

j

一塁

若

松

相会宗
国
一印

お
一

圃

圃

園

田

技

場
、
一

向

一

箱
、
料、

γ
フ
ァ
．
イ
ス
‘
道
具
箱
一
コ一一ω
淳

一浸

透

冴

二
j

統

一

一

E田
園
町
園
周
知誌に一一

一
1
．

，ノ

J

；
’
J

一会
議
袋
）らの
袋
、全
一
閃

然

一

戸
田

圃

圃

一
一
奈

川
一

ι

、

2
3
iプ、
Y
フ
い
の
為
の
一
作品

調

謀

説

二
新

’B

－

1

J期
連
L
13
ペ
一

真

一

んで
い白
紙
の
状
控
戻したの
二
日

て一

国
自

国

国

闘
醐

野

臥

加
悦
均
一一
忽
J

3

ミ
冬
、
ク
マ
斗
、
今
後
、

Z
Aノツ、

高

齢

諮
問
尻
町
山
二
割

レ

一

幽
閉
兆
弘
常
糸
川
一

一

〈

ぺ

、

J
Z
＼
一
輪
車
、
カ
サ
、
丈
さ
仏
一
門
店
配
炉
、
防
抑
制

一
t

一

品
園周関
係P
一－一r
R
FUHFrh
u
・γ

一

一

一

一

同一
一

l
i
l
l
l
i－
－

l
i
f
l
i
－

－

－

竺

一

l

ル
、
水
筒
、
コ
ー
ヒ
ー
や
お

一関
投

開
問
院
川
二

点

一

谷

孝

子

潟

に

茶

の

貫

太

工

道

具

？

フ

ト

？

日

は

は

ぱ

った。

二

主

待

ん

る

の

弁

多

観

察

人

午

を

，，
・

よ

ご

れ

P
Z
2
4
Zリ
タ
ヲ
、
愛
用
の
一

色

今

き

包

括

ふ

り

左

長

束

内

板

り

ヲ

ん

本

文

具

B
Z
x！
の
や
多
干
潟

一
か

一

に
来
た
人
介
旬
士
す
3
馬
主
園
、
う
る
リ
ょ
う
、
刷
用
で
宍
、
一

T
L

凶

一

J
忽
索
令
は
一
時
、

ふ
日
々
、
ん
？
色
、
主
撤
去
l

一「
L

設

一

3
よ
、
フ
？
の
介
た
く

Z
A－
－
喝
リ
ま

l
R
Y
一
切

免

一
寸
下
ざ
り
O

M
－
－
マ
色
紙
伎
俳
尽
に
l
た

上

寸

、

一

人

一

，

l
寸、
A
つ
ま
↑
長
U
向
、
ゾ
」
く
に
女
同
性
ウ

5
の
裕
次
リ
洋
空
一

t

発
一
観
察
令
の
建
設
に
つ
リ
マ
、
の
話
1
令
リ
土
l
ま

一

一

？

あ

フ

た

、

ト

イ

レ

ζ
作
フ
マ
あ
り
4
3
1
た

．

一

一

庁
一

－L
ょ
う
し
。
爪
上
め
れ必
業
庁
の
dn笠
左

ね

夫

昔

、

一

町

一

（

介

（

、

ム

ケ

は

伺

に

tλ
リ
ま
せ
ん
。
寸
ν
亡
、
ま
た
す
一
札

付

一

は

相

談

句

結

果

案

件

で

や

一

寸

受

け

入

れ

一

介

一

ぐ

に

で

と

逮

寸

－

Y
A
3
よ
う
に
、
み
ん
在
苓
ち
ん
て
、
あ
一
’
A

γ
一

6
月
山
B
K
L凧
た
フ
の
4
1
↑
建
T
4パ
7
々

津

干

一

寸

、

一

3
方
の
特
別
の
お
客
ん
に
よ
〉

7
Lま
っ
寸
あ
リ
ま
す
。
一
わ

一
潟
野
鳥
観
実
A
t
B

し
を
え
ゴ

8
Rぱ
旬
、
品
川
r
瓜

一

一

、

糸
た
づ
は
公
一
津
干
潟
芝
愛

1
3お
リ
ま
す
。
長
り
向
、

一
六

対
一
た
4
ノ
は
、
台
い
h
j

？
？
？
撤
去
ー
ま
ー
た
。

一
一段

一

j

谷
芳
子
治
之
、マ
ミ
為
、
き
れ
け
に
す
3
ろい八
．
‘
更
に
リ

3

一

m

A
一
？
の
向
の
2
h／
円
、
観
衆
今
は
急
庄
に
宇中

氏

、

一

一

リ

ヲ

え

ミ

t
z
l「

f
k

冬
リ
ま

l
夫
。
た
だ
行
政
に
企
せ
ヲ

一
，E

刀
一
の
向
に
知
じ
ノ
ホ
、
殺
l
h寸
芝
特
た
れ

τよ
う

に

一

一

宅

り

？

尽

く

、
似
た
J
h

ノ
口
、
白
八勿た十、
J

？
A
A
来

3
ミ
℃
は
一

トヴ

設

一

ぷ

リ

ま

ー

だ

。

一

汁一

、

白
会
5
J
T
ザ
マ
ノ
う
、
、
市
民
介
白
5
の丘
J

？
守
リ
、
を
品
川
一
一
川

監

禁

令

の

平

に

は

幽

か

ん

、

双

B
銭

〉

リ

k
l
寸
り
ご
う
え
〉
寸
お
リ
ま
す
。
一
日

E
早

急

一

灯

E
一
口
々
ナ
l
、
刷
用
岩
沼
ぽ
、
～
魚
、
一
Z
ノ
l
sh
、

母

ト

仁

一

一

索

令

ず

再

建

十

J
A
3日
E
殿
フ
寸
ー
や
み
ま
せ
ん
．
一
定

一・一

｜
1
1
1
1
1
1－－
I
l
l
i－－
l
i
l
i－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

｛
す
ん
の
件
ー
か
、
校
生
旬
、電
し
対
？
の
や
』
の
洋
望

Z
て
・1
ど
＼
、
者
向
え

Z
K＆
l
寸
一
ト
ブ
リ
。
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(I): 

物詰シ夫、、セイタ力4羽の幼鳥It、,i,1れを憎しむように生愈れ敵”の組め立で泊のよを飛んだ

ポ
ウ
フ
ラ
左
は
い
め
と
す
ブ
＼
d
m
k

の
民
や

ォ・
1
リ
サ
内
爪

3
沼
タ
メ
寸
一尺
の
水
沼
吉
リ
・

ν！こ

で
が
は
線
マ
ル
体
芝
沈
リ
、
首
を
み
み
パ
吊
ベ
＼

エ
／
が
、
ソ
・
ク
ツ
ポ
ぷ
、
℃
Z
え
だ
く
す
3
V）リフ

六
’
ハ
更
の
各
回
が
ん
フ
だ
。
衣
類
は
、

水
甘
T

庁、
J
h
ソ

ザ
干
の
え
人
l

作涯

の
ょ
に
介
け
寸
千
l
寸
、
市
l
T
b肌
ぽ
、
民
家

y左

ー
マ
リ
だ
。

ふ
だ
ん
は
パ
じ
「
殺
T
、ワ
U

く

。
ま
ク
ぱ
、
六
介
に
r
A
フマ、

符
メ
ー
だ
り
、

F

々
げ

あ
っ
た
，
後
↑
ゐ
づ
た
の
か
ん
υ

介
、
、
の
／
〈
．
す
寸
代
で
イ

陥
牧
リ
フ
ば
り
欲
ん
だ
e

』
付
寸
と
も
本
介
ヲ
定
。
夕
方
－
p
p、
の
革
、
コ
ア
グ
す
’

airや点
の
卒
、
文
、

ど
ー
の
吸
の
糸
の
援
は
仇
亡
先
什
フ
た
三
田
い
フ
e
t

え
党
主
L
丘恥ヘ
μ
入
希
介
グ
、
生
7
？
ド
ル
フ
マ
リ
た
の
だ
っ
た
。

人
で
体
t
y
U
2・
y
bラ
ノ7

犬
e

ゑ
の
申
l

へど

時
に
は
フ
ル
ノ
す
－
V
T
X
N
V込
ん
だ

q

句
1
7系リ

のだ。

ザ
」
、
＼
千
の
後
六
，
X
，
庁
、
和
検
て
ホ
リ
。
。

会
の
広
島
氏
ぷ
ん
パ
1
・
ミ
て
は
‘
今
一
く
み
寛
K
7
5ぷ

ホ
パ
フ
だ
．

ヌ
、
年
『
の
あ
で
は
往
く
S
V
Q

水
筒
の
水
で
は
V
A
Y
石
く
寸
よ
く
塚
ふ
り
主
マ

附
パ
の
雨
水
Z
M恨
ん
で
リ
た
・
汚
リ
ぷ
ん
マ
ム
電
コ
マ

リ
タ
れ
る
斤
フ
た
l
‘

け
フ
こ
う
、
つ
ま
り
の
だ
。

イ
タ
カ
ay
々
の
殺
ア
ヤ
オ
生
息
l
寸
リ

3
札
抑
制
パ
の
、
ー
ま

み
り
芝
ー
た
s

目、
d
体
行
フ
た
。

4J
ドスコ
νプ
や
力
メ

－
ア
を
点
、
う
下
げ
寸
、
年
一
丸
制
人
の
周
回
切
J
L
ぐ

τり
三
一
ま

わ
リ
す
ゴ
の
だ
、
パ
、
νγ
安
？
？
す
。
V
F
I
l
l
寸
l

jj:_ 
ゑ

s 3. Io. 2 G c ~月 日新聞 J

3
だ
け
／
人
や
平
介
セ
イ
タ
カ
－
Y

ぞ
の
リ

Z
Aに
A
ヤキ、、

に
く
く
す
ま
為
、
足
に
パ
ソ
ケ
l
ー
ド
之
作
フ
た
り
、
ゆ
花

寸
寸
あ
て
。
プ
ミ
と
隼
ヘ
め
7
禾
寸
、
ム
三
殺
人
？
＋
計
リ
及
。

後
に
は
、
市
川
市
行
徳
の
日
開
地
保
全
地

由刊の叫ん川附が
、
保
波
さ
れ
る
限
必
法
広

氏
支
ハ
羽
が
そ
ろ
っ
て
エ
サ
芸
ベ
℃
い
・

－
益
i
透
初
の
中
お
だ
け
に

い
る
所
も
椛
ね
さ
れ
た
・

開

発
が
ど
ん
ど
ん
巡
め
ら
れ
てい・
ωか

ζ
れ
ら
の
行
動
は
、
一

家
が
移
住
を
ろ
だ
．

決
怠
し、

何
災
地
を
一
て
た
と
と
を
物

「
干
間
を
守
る
会
」
と

「
w一
応
の

綴
っ
て
い
た
。
閉
筈
」
ん
ら
は

「い
よ

さ
の
含
た
ち
は
と
れ
ま
で
、
設

い
よ
別
れ
の
時
が
米
た
」
と
思
っ
た
・
千
同
一
市
を
同
判
明
山
桜
川
川
畑
山
区
に
指
定

そ
し
て
、一

訟
は
大
仰
の
か
な
た
に
治

し
て
、

永
久
保
存
す
る
よ
う
、
漂
泊

え
た
・

庁
、
県
、
初
志
肝
心
巾
に
働
き
か
け
て
来

，こ
の
楽
園
い
つ
ま
で

カ問問主将校旬以片付

A
M
此
た
ち
の

「保

し
よ
う
か
」
と
、

台
は
た
ち
コ
訴
え

大
空
を

mvつ
自
由
を
知
っ
た
幼
鳥
た

方
は
つ
か
め
な
か
っ
た・

湾
作
齢
制
」
は
、
見
が
な
成
川県
在
収
め
る
。

ち
は
、
次
第
に
飛
行
距
厳
令
紙
ば
し
て

同
士
百
．
「
車市川
・
大
弁
の
均
め

た
。
し
か
し
、
会
民
た
ち
は
、
平
淡
し

九
月
十
ド九
日
。
ビ
ッ
グ
ニ
ニ
l
ス
が

行
っ
た
・
八
月
初
め
に
は
、
生
ま
れ高目

立
て
地
で
六
羽
を
叙
自問し
た
」
と
、
仰

で
は
列
べ
な
か
っ
た
・
と
の
珍
し
い
烏
飛
び
込
ん
だ
・
こ

ω白
川
わ
れ
た
、
回

った
谷
隊
干
潟
近
く
の
閉
め
立
て
砦
』
一
間
か
ら
刷容

が
入
っ
た

J
Z
に
内
臼

が
而
て
た
民
．
以
前
央
部
の、

nm後
の
野
本
仰
一

ωの
会
の
ん
仁
川
一
古
川
川
代
で
、
ッ

晶慣
れ
て
、
一

窓
豆
ナ
葉

市

務

泌

ま

で

泌

ル

の

泌

米

地
と
し
て
知
ら
れ
る
腿
%
均

伸
νた
・
幼
鳥
は
、
滋
は
に
は
間
期
と

燃
山
火
山
一
辺
く
の
－mu川
地
以
〕
主
羽
の

見
分
け
が
つ
か
な
い
ほ
ど
に
成
長
レ

セ
イ
タ
カシ山一
・が
戊
ん
一
J
川
・るの
が岬山

内

n
J
Uれ
た
。
一
階

ω同
ヘ
向
か
う
、
行
泳

八
月
六
日
．
セ
イ
タ
カ
シ
ギ一

宏
の

の一

気
に
巡
い
芯
か
っ
た
．一

均
一
欠
け

獲
が
突
然
、
煙
め
点
て
地
か
ら桝
川え

て
い
る
が
、
岡
松
さ
ん
は
、
お
そ
ら
く

た

・

平
黙

の

話

専

雲

」
の
鎌

幼
刈
の

一
刈
か
一
人
ょ
っ
レ
た
、
と
獄

図
三
郎
さ
ん
（
三己
）
、
国
総
俊
英
主
ん

2
yり
は
、
一

初
そ
彼
し
阿
っ
た
が
行

別
U
て
い
る
。
そ
し
て
定
一
宗
一件

日υム作

mに
一
一
っ
て
く
る
、
と
日
じ
て
い

る・

約

一
ま
市

y
m川
島
少
介
品
々
つ
宍
e

す
ぺ
寸
の
メ
の
仏
A
U

ナ
」
止
め
寸
l
ま
フ
だ
e

野
小
人
の
寧
ん
た
あ
〉
』
は
ぷ
U
J
介、

水
止
め
句
、
7
｛

b
j
は
く
ず
ホ
寸
ぷ
リ
古
川
、

パ
り
4
／
｜
い
は

ミ
め
で
A
寸
ぷ
リ
介
る
で
ー

づ
ま
り
、

ー
ね
円
九
什

。

史
牧
は
る
リ
介
『
哨
ゾ
し
ソ
フ
知
山
7
4
J
7
9

X
1
ん
み
白
q
．
埼
去
を
ノ
朱
ゴ
亀
山
市
扱
僻
／
k
t・知－
U

．．
 

，，J 

。
っ
た
。

ri爪
M
札

ご
め
’
人
は
が
の
、
足
柄

Z
足
つ
寸
、

後
、
自
吃
の
ず
と
が
l
ば
ま
寸
宰
↑
見
っ
寸
く
ホ
た
り
？

)7く

（お
わ
り
）

他
の
漬
り
鳥
と
一
一
帽
に
谷
川
洋
平
海
を

後
に
す
る
六
羽
の
セ
イ
タ
カ
シ
ギ

（
ヒ
万
）

H
U九六
山
崎
い
ず
れ
も
「
千

烈

ω午
m
e？
G
A」
%
以

I 



だ
の
か
3
う
令
？
l

〉

〈
広
わ
し
み
の
魚
、

w
h
J
I
M
W
4
4
旬
、
干
潟
の
汗
介
、
k
ノ
‘
ォ
、
ゾ
む
／
ヨ
・
い
ロ
た
i
・
5
7
7
Qぜ
か
そ
セ
ゾ
hm怖
ん
で
き

建議

鳴勝

谷
孝
一
寸
渇
に

． 
; 

氏
官
ん
ぶ
の
貯
角
観
察
人
戸
2
2

特
設
1
2
l
J
フ三

五
包
会
民

ハ
，
十
来
県
・
れ
位
u
支
庁
・
色
気
免
議
関
係
υ
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み
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ゴ
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R
K
、
東
e

A
品
交
方
は
、

次
の
豹
末
左
l
ま
1
た

Q

一
、
浴
洋
子
郊
の
球
威
術
会
に
は
、
公
説
会
ハ
リ
γ
了
寸

主
検作物ー
的
に
協
カ
す
ま
。

一
、
谷
淳
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潟
の
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鳥
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侭
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し
お
た
・
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」
に
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、
公
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言
対
ハ
約
引
M
U
は、

プ
自
然
球
攻
左
目
的
〉
」
｜
九
之

対
刷
用
し
〉
」
（
、

x
l
の、

Z
〉
の
伽
併
は
、
将
来
、
火
乍

津
斗
潟
介
係
議
区
梅
加
入
に
み
フ
台
へ
崎
、

移
麹
遂
の
間
不

、
あ
マ
o
り
は
図
〔
茂
、
答
汀
〉
に
譲
渡
す
3
0

札
よ
。

ぷ
の
や
き
の
、
「
三
冠
協
史
し
ょ
と
路
ま
え
、
介
フ

基調回一
V
」

l
「

t
句
伏
広
津
干
潟
野
島
税
凍
令
寸
寸
。

メ

1
1
寸
、
ぶ
浮
干
潟
駒
川
島
観
衆
令
の
寸
一
必
藤
L

あ

ヲ
d

り
は
、
－
h

位
置
付
け
L

は
犯
の
伶
－

3
1

一
、
国
は
、
区
域
裕
史
後
．
本
格
的
な
棒
緊
傘
土
建

設
す
3
計
ム
で
す
。
村
民
に
、

x
l
A
川市ま
で
の
「
一

」町

的
怠
つ
ぷ
ざ
し
V

」
す
3
。

観
察
今
は
、
一
目
愉
m
－
介
符
・
組
立
寸
斤
可
能
な

t二之こ

ア,,... 
/¥ 
7、
て
す
3 

ー
居
住
柊
L

る

グ
が
に
、

J
月
消
極
」
之
、
五
夜
す
マ
唱
さ
の
で
は
る

リ
ご
工
。

w

区
図
、
星
雲
ー
は
、
区
威
将
紀
後
．
干
潟
当
然
成

＼

一
見
之
修
部
比
す
玄
？
あ
？
っ
国
寸
県
に
V
l
フ
く
リ
d
l

の
ま
ま
常
婚
す
弓

l
l
l
Mぺ
よ

s

ぷ
岳
、
る
の
ご
〉
」
は
、
昨
え
す
？
に
A

位，本

庁
に
を
十
タ
説
踊
渚
み
寸
あ
リ
ま
す
。
マ
ハ
、

自
然
mw護
団
晶
体
・
一
’
盤
中
艮
・
募
合
賛
同
意

．
す
川
、
寸
り
穀
需
品
関
係
長
4

．
γ
ー
の
払
刊
本
ザ
」
に

青
＼

J

次
紋
岬
v
主
旨
説
明
舎
一
今
K
明
陣
地
に
み
知
J

－ 

．． 
に
ノ
セ

I
3
A
り
ま
す
。

一糸
建
一
口
干
潟
の
笈
授
d

夫
九
・
引
川
同
m一
芳
の

静
一
為
に
鋭
察
会
は
犯
対
必
要
か
ハ
ゾ
ム
氾
、
フ
。

m
ナ
品
問
九
段
伏
束
、
一
筏
4
A
K
ハ
片
品
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肉
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キ
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ム
糸
来
事
心
（
す
ぺ
マ
の
始
ま
り
υ

竹
田
将
！
帯
夜

（

tX夜
冒し
Jh
リ
マ
で
つ
〉

昭氏

Lmは
、
藤
湯
、
核
保
川
氏
の
設
も
誌
で
あ
っ
た
畠

v
々
t

お
似
遼
斤
＃
ロ

i
リ
申
に
‘
芝
、
時
肉
介
バ
ノ
時
向
、
日
か
に
ノ

の
同
町
糸
は
ま
だ
、

北
目

ス A
は

外
ギ
S
H
h
m、
衣
8
吟
煽
ヘ
で
あ
っ
た
。

日
へ
X
見
・料収
リ
Z
I寸
り
た
。

マ
こ
へ
時
芝
、

2
1
3

i)ij 

宅
寸 l

イ可 寸
ペ、 l) 
犬伝

苓介
寸、ノ

7ミ

局、

ね
刊
の
引
の
セ
イ
o
y－－刀－
Y
ぞ
斤
来
す
の
ず
e

議

官
ψ
れ

は

寸

夜
九
及
、

方
向
は
茶
花
吹
六
、

t
l介
l
た

・
家
殺

2
－Eh仏
、寸
は

ゑ
之
爾
札

あ
介
l
り、

す
マ
ゆ
を
の
穴
寸
ム
ノ
L

眠
岬
・
宅

l
た
月
ヰ
？
ぐ
一
転
・
叫

d
l

ドコ↑め、

あ
3
ん
い
－
ヤ
B
り
A
川
忍
あ
森
田
守
ん
し
る
ピ
ピ

マ一級

l
リ
γ
～
の
ミ
ピ
芦
フ
た
。

綴
ぶり穴
U

将
司
か
あ
ヴ
？

物夕、、

「
是
非
、

東
放
の
桐
人
理
坦
球
規
除
、

ん爪
は
談
よ
り
を
’
知
4

森
田
マ

、
一
壱
フ
合
～
＠

ン

ん
に
係
人
た
り

L 

ノ」夫。

あ
3
日
、
後
う
の
俳
ん
？
ゆ
く
の
芝
ア
ロ
ミ
ナ

ゾ
」
ソ
フ
’
K
の
す
包
帯
品
。

前
燃
は
す
ぐ
氏
に
’一
撃
灯
時
ー
だ
。

l
T、
育
長
－
阪
の
中
ロ
ー
苅
え
す
ま
寸
克
つ
だ
。

穫期間
K
1

氏
は
ム
官
官
フ
た
、

セイタ刀

ママ
d

よ、

。

1
・A－
1
－年、色

…叩議」i畿二子潟謎まく鋭機め誌で会議？叫.，，.，...，.，.凶

…
J
J

な
の
滋
審
議
え
ぽ
識
の保険

一かっちっきりで
おお
ヒナ刊誌廿一

一つ
衣ぞな弘山
Y

ヮ化。
その
かいぬっ

一て
、品
目イタカシ点の
押的
ずは八対米

一氏
飛び立つ－丸出
、機織にちは
「今

一年もやっ℃くるのでは
ai
－－」とひ

一品、ゅに
鳩’符
U

℃いた
。

一ずると‘今年五月二＋臼、
畑町ゐ一

…
芸
品
の
お
謬
ぶ
お
す
怒
℃
い

ls
11
J
ご也
カメ
ラマンの除鋭校郎さん〈目
5

－H
帆刊誌品川一一
山山州市彦成夜住
H
が谷齢

年
、
野
義
震
え
る
につ
れて…

．譲
先
の
一
口
議
室
主
で
ぶ

護
側、誤差円」れき誌はり
、
一作りそ
してい
るつが
いの
セイタカ

替
ゐ
一殺とみ
ら
れ
室
長
…
シ
妥
認
し
た
。
援
護
昨
年
、

はって塁。
し
官
義
援
単
一
回
羽
の
ヒ
ナ
が
ゆ
え
っ
た
き
。
程

に議がせ
いもいで、
議
終
に
と
一
四
つ
あ
っ
た
。
延
室
皇
宮
勘

定

「葉
原
産
e

語
大
事
く
、昨
年
袋
、
去
の
平

三口
吋
、と
がった細長いくちば
一
恵
号
茎
」の富三郎さん〈五回）、

℃
、
ス
ラ
り
と
し
た
白
い
使
渋
羽
一
間
接
き
’2
6らが交代で間接

一位、援
し
た
・
一
力
、
ピ
ン
ク
色
の
長
い
暴
寝
室
一りに
ついた。

一セ寸タカシポはソ出
制限
郎、地中
一れる・

一
さ
らに銃いたととに六月九
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夏
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5て
イ
ン
ド
シ
ナ
半
一
と
を
育
祭
器
怒
れ
たの一
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5
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5
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宏
、
思
議
録
諺
長んでい
一翌十年と五十
一言
蹴
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点
議
一
め双てL
仙でも
一一一つの卯占
τ
抱いて
い

監
．は
ひとつが
いがm
円羽
のヒナ一の
墾J
が仰尚山～泌れて怒やつ「”
一め、丙会い

窓炎
して然詑
つた
が、ゐ年は凶
一含
たものと，併｝
L

おり
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てない
一窓
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野
数
…譲
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絵鈴
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灼」と
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れ
て
い
た
が
、
近
一
部
一
密
雲
の
警
て
い
溶
け
＠
…
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た
。
六
月
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混同時喜一一警長
一縫
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．
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懇
警
3奪
戦
一
一
三
u

淳
一
引
三
ゥ
一

2
2
3
5立て一

選議機二塁…
J

長
率
三
一mm刊
誌
雑
誌
山
一

議
饗
線

1
会長引い…一一
九一向
一i
bi
d
－

粧
品
パ
ザ
r
m

懇
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機
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議

選

診
が
阪
…
一
ハ
ネ
ヌ
一の
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機
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で
議
一紘一
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量
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－
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。

才
ス
V

』メ

ー
だ
。
工
卒
現
場
の
ゆ
T
K
東
除
去
，った。
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伐
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。
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海
草
を
積
ん
で
す
も
う
や
レ
ス
リ
ン
グ
を
し
た
こ
と

そ
の
と
る
、
干
潟
か
ら
膝
ぐ
ら
い
の
欄

の
中
へ
入
っ
て
行
く
と
、
じ
き
広
歩
け
な

く
な
コ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
藻
が
箆
コ
て
い

る
所
が
あ
っ
た
。
そ
と
を
磁
場
と
一宮
ロ
フ
て

い
る
允
。

海
草
が
ジ
h

T

Y

グ
ル
の
よ
う
に
び
っ
し

り
と
生
い
毘
コ

τ
bり
‘
体
を
動
か
す
の

が
大
変
だ
っ
た
。
ま
た
浮
き
蕊
も
積
も
る

よ
う
に
し
て
ぎ
っ
し
り
た
ま

っ
て
い
た
。

そ
こ
に
入
る
と
全
身
が
海
草
に
包
ま
れ
て

し
ま
い
、
泳
げ
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
．
歩

〈
の
に
さ
え
、
体
を
思
い
切
っ
て
前
か
が

み
に
し
て
ふ
’
ね
ら
し
〈
ね
ら
し
、
手
と
足

に
力
を
入
れ
も
か
き
分
け
な
が
ら
子
局
へ

と
上
っ
て
来
た
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
時
‘

顔
と
休
が
隠
れ
る
く
ら
い
に
海
草
を‘

H

ヨ
イ
グ
ョ
ヨ
イ

ツ
ョ

H
と
抱
え
て
来
て
‘

干
潟
の
上
に
ド
サ
y
と
ほ
う
り
出
す
と
、

そ
の
中
か
ら
ワ
ナ
ギ
、
ヵ

ν
ィ
‘
ト
ピ
ク

ォ
、
ハ
ゼ
、
ガ

ニ
、
キ
ヨ
リ
、
キ
ス
な
ど

が
、
周
に
し
み
る
よ
う
な
白
い
銀
り
ん
を

踊
ら
せ
、
ピ
タ
ピ
タ
と
も
の
す
ご
く
勢
い

主
く
は
ね
回
り
、
水
滴
を
辺
り
に
飛
ば
せ

な
が
ら
飛
ぴ
・
曲
し
た
。

す
る
と
ほ
〈
た
ち
は
、
喜
び
勇
み
、
小

と三二二一：：；；；＝..こ~妙、
向
収
連
汁
に
住
ん
で
リ

3

う人
5. It ~ 
の吉負
手フ ll'
q又の
プ？に
壱｜ま

ー
と
の
以
問
、

寸
’
た
け
い
」

一事

ぷ
ん
斤
ぁ
大
人
の
す
ハ
レ
底
的
，
知

、
ぅ
、
ゆ
人

γ｝
ミ
に
り
、

け
l
汁
知
ん
や
i

子
一
皮
h
h円

お
汁
く
ι爪
的
祢

h

を
作
フ
て
ん
だ
っ
寸
よ
ぉ
。

ア

－／

FAん
出
l

？
守
－

M

令
指
ん
十
な
あ

》
！
こ
行
ヲ
オ
J

ゃ
あ
句
人
介
や
ヲ

寸
政
人
？
ん
庁
フ
寸
よ
事
。
て、

ミ
刊
ハ
ハ
介
教
え
心
土
l
り
、

イ可
や

フ

寸

、

ん

だ

7
bつt
L
て
り
、
ヱ
品
川

犬
の
よ
う
に
追
い
か
け
て
は
つ
か
ま
え
に

か
か
っ
た
。
さ
ん
さ
ん
と
照
り
つ
け
る
真

夏
の
太
陽
の
も
と
‘
緩
い
か
ぶ
さ
る
よ
う

な
入
道
盤
の
も
と
・
広
い
干
潟
の
ま

っ
た

だ
中
で
遊
ぶ
赤
銅
色
の
ぼ
く
た
ち
に
、
悔

革
の
匂
い
と
そ
の
色
・
き
つ

い
潮
の
香
り

と
水
痛
を
飛
ば
し
て
パ
タ
パ
タ
と
は
ね
ま

わ
る
銀
り
ん
の
圏
一助
は
、
少
年
の
心
と
体

に
強
い
印
畿
を
与
え
ず
に
は
台
か
な
か
っ

た
。
潮
の
ゆ
か
ら
、

藤
を
体
じ

？
コ
に
を

と
わ
り
つ
か
せ
な
が
ら
ヌ
ク
y
と
出
て
来

て
は
．
「
オ
パ
ケ
だ
ど

M

l
フ
」
と
か
．

「h
g

れ
だ
あ
れ
だ
あ
！
っ
」
な
ど
と
言
つ

て
は
う
れ
し
が
っ
て
い
た
。
ま
つ
ば
だ
か

の
休
に
・
援
の
ま
わ
り
に
海
草
を
沢
山
た

ら
し
、
「
土
人
だ
あ
土
人
だ
あ
l
っ
」
と
・

は
し
阜
、
い
だ
り
定

フ
た
り
し
た
。
赤
銅
色

の
肌
に
飛
び
散
る
水
摘
が
、
キ
ラ
キ
ヲ
と

太
陽
に
光
っ
て
き
れ

い
だ
コ
た
。
ま
た
、

み
ん
な
し
て
海
軍
の
山
を
作
っ
た
り
‘

フ

ト
ジ
の
よ
う
に
ふ
ん
わ
り
と
積
み
上
げ
．

そ
の
上
で
す
も
ラ
や

ν
ス
リ
Y

グ
の
ま
ね

を
し
て
ふ
ざ
け
ま
わ

っ
た
。
ぼ
く
は
梅
賞
、

の
ゆ
へ
も
ぐ
コ
て
は
、

「か
れ
つ
モ
グ
ラ

だ
あ

1
」
と
言
う
の
が
大
好
き
で
し
た
。

一一－る？にけ、当時ええかっけ九抵の。

6

何
で
も
作
っ
・ち
ゃ
う
子
供
た
ち
φ

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
公
立
小
学

っ
て
い
る
。
初
め
は
何
静
作
っ
た
商
っ
て
形
手
・
萌
え
、
何
色
か
の
色

授
に
わ
が
子
そ
入
れ
た
。
目
芯
人
ら
い
い
か
ち
ょ
っ
と
迷
っ
て
い
あ
・そ
縫
い
蛤
め
た
。
そ
し
て
、
’
い
ほ

の
母

督
、
逗
留
す
る
と
、
よ
－
是
っ
た
が、

g－4
撃

を
し
て
器
一え
れ
た
の
拡
、

震
の
カ
パ
ン
の
虫
、
教
科
慾

習
し
い
艇
が
出
来
ょ
が
っ
て
き

虐
に
濯
場
キ
是
。

や
ノ
ー
ト
で
は
忽
く
、
お
入
形
や
た
。

岳、
こ
の
時
に
は
あ
宵
宮
島
い
慈

雲
畜
エ
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
で
間
も
な
く
一一一室

の

家

宅

同

閣

制

対

側

剥

製

号

車
、
気
て
い
る
の
に
U
っく
b

て
を
た
。
訪
れ
を
大
切
そ
う
む

切
除

去

を

Y掛
川

7

一
宮
＠
に
遂
い
な
い
o
小
学
生
の
う
お
っ
て
い
る
0
3」う
す
お
り
品
臨
め
犠
W
H
は
献
倹
み
閣
滋
が
南
，

一
言
、
震
は
選
ぶ
も
の
と
、
水

？」

と
た
ず
お
る
と
さ
れ

γ
し
陸
除
内
惨
な
産
の
め
る

i

一

念
驚
割
り
切
っ
て
い
る
。
日
議
員
え
る
か
ら
J
」
れ
で
芹
’保

援

活

と

怒

宮
Q

こと
a

一

念
1
ヌ
ト
ラ
リ
ア
入
の
衣
泌
物
を
作
る
ん
だ
」
と
が
ん
ば
っ
て
が
め
ら
。

一
の
突
撃
に
行
っ
て
『

奈

川

選

み

せ

る

。

ヘ

1
「
島
で
予
シ
ベ
ー
タ
1
・

一
を
の
ぞ
い
た
ら
、小
竺
年
生
の
あ
と
片
付
け
をち
＋ん
と
富
。
ゲ
ー
ム
と
習
わ
が
す
ご
い
プ
I

一
紡
や
が
銀
ゆ
か
ら
終
め
で
き
た
ら
と
と
を
約
渡
し
よ
織
に
ペ
ン
キ
を
ム
な
℃
う
じ
ゃ
ほ
い
伽
一
JIZ
んな

－
し
民
間
宮
前
に
、
注
に
や
存
警
部
烹
格
言
、
ナ
イ
フ
で
き
さ
三
議
官
室
幽
か｛

h

h

．

0

長
内
憾
表
謡
え
名

J

『

0

・
な
か
っ
た
。

円

定

書

、

J
警
護
智
大

7
1

4

μ

削

J

智
l
i
‘ア

5
5号
、
開
問

FdN議
唱

・

リ

お

も

ち拍
手

ょ

に
議

な

k
E

一
ケ
ゑ
詫
震お
協勾一

窓
d
A
q

一
三

、炉心長憶
装
宗
門

E
L

一

－二

L
r
r障
体
魁
藤
信
関
ソ

制

T

一

一2

一
烈
た
し
て
撃
な
の
若

手
。
－

e

・
一

｛

一
（
シ
ド
ニ
ー
鍛
冶
議
総
）

E
B
i
l
l
i－
－

l
i
l
i
a－
－

1
4

‘
zf
JT
－q
‘42f
l
t
f事
3
3官
S
E
i－

M
8・
1
読
売
新
肉
ν
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り
、
笠
旦
一
吉
に
な
っ
て
谷
海
干
潟
羽
の
ほ
か
、
両
方
の
埋
め立て地
を
行

近
く
に
あ
る
泌
め
立
て
地
の
水
た
ま
り
っ
た
り
来
た
P
レてい
る
凹
羽
を
円
必

に
一翼
した
雲
、
埼玉県
一ニ
警
の
し
て
お
り
、
豆
手
抜
支
霊
の
石
川

カ
メ
ヲ
マ
ジ
、
拝読
琵
さ
ん
が
見
つ
鰍
惨
事
大
教
授
に
杏
芝
、
ζ

の四

段
、
野的
の
会
の
森
岡
三
郎
さ
ん
に
送
羽
は
昨
年
谷
院
予
閉
で偽公
し杭セイ

諸した
c

h

ヲ
刀
ジ
ギ
と
み
ら
れ
、K
ナ
も
翁
め
い

恭閉
さ
ん
は
二
日
後
に
貝
タ
ラで
つ
っ
ぺ
ん
に
計
十
一
羽
を
限
切
で
き
た
の
．

くった
器
箆
つげ、世
患
ニ
主
マ
は
多
υ
いという。

ぐ
ら
い
の
タ
マ
ブ
回
虫
極
限
し
に
？
し
か
し
谷
車
問
の
タ
マ
高
個

室
内
川
く
帰
って
き
た
器
産
品
墨
絵
、
一
倍
一
路
み
を
し
てからフ
化

感じた
のか低
空飛行
で
民
日
器
任
務
す
る
こ
十
豆
、
六
日
凶
手
通
ぎ
て
お

げ
て
き
↑
品
川
内
事
円
起
一
君
足
の
一田
‘
刀
、
主
化
か
え
る
の
は
給
禁
句

野作
担
ど
か
ら
、
昨
俣
の
間
接
に
ま苔

「続脇信亡－れと
惣らず
に
さ〈
と〆

か
い
な
い
と
い
う
。
ス
が
交
代
で
麹
き
、
時
k

均等に温
め

白

：

・

る

・た的タデ
パ
シ
で
ひ
っ
く
り
返
し℃

同
ア
ト
F

、3崎
市
？
内
匂
／
吻
《
匂
g
F

懸

い
き
と
置
さ
ん
は
－5
雲
し
さ

ト』

1
3
5も
者
E
J
J
ご
J

J

d

将

訳

書

奇

右川
教
授
に
よ
る
L
L

、
こ
の
ぬ
は
一

h

霊
感
地
平
躍
が

i
重
量
感
ι

度
、
立
す
る
と
周
辺
の
奏

者

で
は

U
A庭
山

4
I
N
I
－防
相
脚
説
訓
鴎
何
ノ
是
い
限
り
、
筆
書
じ
冬
季

繁時
躍
す
る
可
飽
也
が
強
い
と
い
うu
レ

セ
イ
Zya段
、東
京都内
で
よ
く
に
な
った。

－
護

のY
M
H

イは先月
六日
、
森田

かし
譲
干
潟
の
組
め立
て
昨
日
開示

宛
ら
れ
る
ハ
一
会
主
的
起
が
ず
っ
と
＝
一誌
に
は、
一義

境
問予
一拓
地
支
が
コ
ア
ジ
サ
ジ
と
シ
ロ
チド
刀の

エ
集
団
側
話
忍
用
地
と
じて
造
成
レ
て

畏
くて
スマ
ー
ト
。
色
も
自
と
綴
の
－
一
で
初
めてフ化し、一

知
が
碕
nAYれ
ヒ
ナ
の
制
廷
で
製
め
立
て
飽
和
智
四回訴
し
お
り、数
年後
には野
市崎も追われる

色で日仲間時
一一一o
n
v
前
後
で
、
起
に
は
水
た
。
臨
写
室
、
谷
晶
体
干
潟
で
四
羽
の
に
で
い
た
と
こ
ろ
、
銀
民
と
巣
に
産
み
山
首
巡
命
に
あ
る
3

か
さがつい
てい
る
。北アフ
H

長
、
ナ
を
か
え
じ
た
ツガイは、
愛
震
で
主
主
主一
例
のタマゴ
案
民
、十

「
震
を
暴
て
る
の
は
じ
の
廷

ヨ
i
u
？パに
生息
し
τいるが、
g

仕立一坑たセ
イ
夕
方
ジ
ギ
A
Cく
、一

、七
日
か
ら
十
九
日
ま
で
に
次
つ
ぎ
に
添
い
」
と
閥
会
は
、
す
で
に
国
の
問時以
保

守
事
は
墨
に
な
っ
右
足
い
雲
師
川
一時
、市川
容
浜
の
人
工
干
潟
で
羽
を
ち
ゃ
ん
が
総
括
し
た
。
イ
ヌ
の
よ
う
な
震
に
な
「

e

て
い
る
喜
子
湾
岸
言

号

室
でと
書
店
昆
呆
霊

一一

徐
宅
、
九
巴
は
九
州
＆
還
で
議
室
づ
くと

d
向
がヒ
ナ
撃
に
、
この
怨
霊
亙
も
含
めた
予璃

：
t
it
i
t
t
i
－－
t
i
－－‘

一塁
ハ
羽
蕗
一世話
会
会
民
によっ

τ
ですくい上げ、

一羽
醇
し
か
い
な

周
辺一
O
客
室
区
に
編
入一事よ

骨・円安
匂
液
一一番
俸
に
催提
な一艇を確
認され
ている
e

・
い
き
に
刀
ム
フ
ラ
1
之
、
震
の
う
以
と
屈
に
勧
ぎ
か
ロ
Q

ことにしず・

見せ
な
セ
イ
タ
カ
シ
ギ
HFV
説原隊斑

ご
と
し
に
入
っ
て
か
ら
は
市
川
市
一
の

閉館さ按見
せ

て

い

る

。

い

る可

で

人

工

事

毒
事
八
炉
開
館
し
て
お
譲
午
前
の
こ
羽、
蓄
の
豊
J

笠

山

本

幻

れんフ
U
A
Z

の
広
広
ゾ

こ

の

人

v長
フ

た

の

は

、

Y
一

回

目

の

撃

M
憾
の

E
フ
ヒ
ナ
芝
山
内
ト
リ
ぷ
Lf
介

崎
、

日

ネ

ワ

月

だ

フ
大
ハ
。

き
く

S
y、
益

ほ

ヨ

－
P
一
野
の
申
ー
に
小
子
、
持
、

q’’’h
ヌ

の

向

附

刻

に

ほ

、

d「
柏

町

ヒ

ナ

品

川

両

親

い

先

導

守

決

っ

た

コ

ー

ス

主

決

フ

’た
所
、

Jf¥ 

寸

巾
ぐ
に
ノ
仁

押

す

乙

ソ

フ

こ

V
』
」
と
〈
リ
返

l
寸
り
宍
崎
千
や
め
ノ
マ
町

x
l
の
日
は
吉
本
爪
勾
く
語
5
5介
っ
た
か
メ
肉

豹

に

一
服

屋

い

さ

ぎ

の

オ

あ

フ

定

。

文

案

ホ

、

／

か

／

乙
ソ
フ
ム
1
4
庄の
1
及

長

で

ん

だ

フ

犬

。

浬

司

令

亙

マ

允

に

は

造

反

時

よ

り

来

寸

お

り

、

マ
イ
ア
カ
－
Y
ぞ
の

＼

V
U
一
は
卵
を
拘
l

え

寸

リ

↑

戸

時

代

苅

フ

た

の

寸

あ
7
d

，
庁
、
均
所
は

h
y
f「
tv
E
Y
え

ず

、

行

フ

寸

は

り

け
忍
り
v’T
十
潟
Z
守
3
b
q
宇
野
島
の
次

J

十
支
呈
司

汁
夕
、
一
E
、
冷
水
寸
リ
六
八
〉
む
の
こ
と
＠

マ
ホ
芝
向
リ
た
鴎
，
、
東
は
、

J
よ
内

hAJ
一持
i
り
宮
γ

長

U
uh

j
i

－－aa

－
之

ー

た

、

品

川

先

怠

卒

左

ょ

に

、
何

百

ソ

フ

句

4
5リ
卒

、

令
孔

子

洛

芝
、守

3
ふ
叫

す

寸

葉

支

部

の

入

、

‘、

4m

平
A
’E

こ
く

一

幹

の

み

庄

は

l
寸

1
2
ヲ
ザ
た
の
介
l

f

o

L
〉
」
ソ
フ

沼
状
4
J
V
」
や
7
d
A
いよ

ωリ
、

峻

y
k似
合
ハ
回
同
リ
？
あ
ヲ
中
ぺ

発
ん
J
戎
刷
代
に
・
約
リ
「
L
ミ
φ
AZ
守

治
北
械
工
l
寸
、

。ιとせ
ず

、

マ

l
寸
、
却
持
空
宣
へ
す
グ
、

体

y
h
E不

、
児
島
包
必
〉
」

y
方
1
7
1寸
り

足

り

と

て

Z
、

ぶ

は

回

屯

、

T
A
w
hつ
寸
い
川
た
小
川
、
h
ノ

？

あ

τ．
当

人

え

を

、

木
之
－
知
ヲ
寸
り
や
た
の
ア
る
く
α
。
氏
口
、
ぽ
州
問
、
寸
械
部

l

寸

一人
列
、
イ

寸

リ

た

。

自

分

産

は

仰

尚

内

寸

ね

守

る

時

代

田

ん

寸

・

宋

寸

り
芯
オ
．
b
、

A
－
の

λ
’
い
扱
え
五
リ
ゾ
」
川
、
コ
、

兵

芝

モ

コ

／

会

て

フ

コ

佑

家

X宇
九
八
笠
寺

、

主

不
申
ん
生

か

ん

グ

げ

の

説

録

L
A刀
工
爪
る
リ
ゼ
ソ
コ
．

ぁ
，コ
宣
伝
経

斤

あ

フ

宍

の

ぷ

y
、

何

枚

、

知

yマ
札

る

η
人

々

の

為

より
J
1
へ
り
訳
録
’
ZH件
恥
i
、
孫
す
ペ
キ
キ
殺
す
お
薄

ト
広
か
フ
だ
の
介
。
ー
の
お
邦
搬
の
隔
則
合
コ
金
怠
、
啄
〉
」
J

守噌
d

J
f
k
、
河

1
マ
ー
義
務
L
U縫
い

ぶ

か

フ

た

の

庁

3
う
ん

d

。

前

i
h
f

俳句
議
集
で
腿
脇
被
し
な
い
と
い
わ
れ
て
い
た
セ
イ
多
芸
の
＝
一
羽

2
2ん
か
、
昨
年
に
続
い
て
寮
患
の
干
葉
市
議
の

配
管
砲
を
悩
mw
一
魯
蕊
鋭
、
ス
タ
ス
ク
と
育
ってい
る
二
方
、
昨
年
誌
、
嬰
，
内
で
初
め
て
ヒ
ナを
かえレた
y
ガイが
今年も五
J
北

誠
仁川
純
議
長
野
市巴谷
常
設
詰
立
て
地
で
き
茜
雪
想
え
て
お
り
、
同
一
地
械
で
悪
さ
か
た
セ
イ
夕
方
凱
山
足
立
‘一
羽
。
わ
が
闘
で
白

綿
織
烈
器
、
諸
問
護
主

義

量
一e沼
地
在
留
さ
仇
て
い
叩
在
宅
、
，T
一
零
時
包
装
で
飛
ひ
か
っ
て
い
る
の
は
霞
霊
吉

山
崎

ar
w
ぷ
い
う。
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に
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地

の
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川
町
校
一
山
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め
で
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と
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も
の
の
作
っ
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も
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木
事
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長
、
小
林
大
弘
マ
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介
、ぅ。

ー
森
田
守
ん
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あ
ん
た
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の
体
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よ
く
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ま
あ
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で
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あ
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こ
ん
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東
京
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方
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山
へ
行
く
途
中
、内
砂川以附

近
に
さ
し
か
か
る
と
、
東
京
仰
の
海
が
日
の
山
に
広

が
っ
て
米
て
、
プ
l
ン
と
峨
の
詐
が
仰
を
つ
い
た
も

の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
今
で
は
す
っ
か
り
州
立
て
ら

れ
、
山
川
の
方
向
が
ど
ち
ら
か
さ
え
分
ら
な
い
打
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
も
波
り
ね
述
は
汁
を
し
の

ん
で
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水
の
削
っ
た
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訟
の
工
場
予
定
地
等
の

定
地
に
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を
つ
く
り
に
や
っ
て
米
る
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一
又
吟
ら
し
く
セ
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タ
カ
シ
ギ
も
昨
年
、

一
昨
年
と
・一

一
1
一一一
組
が
県
を
つ
く
り
に
や
っ
て
米
た
。
こ
れ
ら
今

m

一
ヒ
ナ
が
無
事
に
巣
立
つ
ま
で
は
と
、
仕
事
の
A
n
川
を

一
ぬ
っ
て
’
刈
日
の
よ
う
に
岐
か
く
見
守
っ
て
や
っ
て
い

一
る
行
年
迷
「
谷
派
子
山
内
愛
必
研
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会
」
の
森
川
さ
ん

一
等
の
御
成
で
ね
む
卯
を
抱
い
て
い
る
所
と
か
、
ヒ
ナ

一
が
卯
か
ら
か
え
る
所
と
か
、
rhr
A
に
巣
立
っ
て
行
く

一
姿
等
を
取
付
さ
せ
て
取
く
事
が
山
米
た
。

一

セ
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は
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他
の
水
れJ
U注
に
比
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て
ず
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一
ぬ
け
て
足
が
長
い
。
ち
ょ
っ
と
長
崎
き
て
可
愛
そ
う

一
な
位
だ
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身
体
の
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長
は
三
十
八
セ
ン
チ
似
だ
が
、

一
位
の
長
さ
は
二
十
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セ
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チ
も
あ
り
、
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ぶ
時
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一
一
見
か
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み
出
て
し
ま
う
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日
本
で
は
九
州
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北
尚

一
泊
で
も
姿
を
見
た
が
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千
葉
県
で
の
営
巣
は

が
1

一
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年
、
丘
十
凶
年
に
発
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さ
れ、
大
変
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ら
し
い
記
以
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と
な
っ
た
。
常
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地
に
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っ
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と
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一
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立
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、
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と
鋭
い
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げ
て

一
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敵
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す
る
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現
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一
十
点
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六
日
間
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し
、
ヒ
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約

一
ヶ
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で
独
立

一
す
る
よ
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に
な
る
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昨
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所
で
ニ
ヶ
と
問
ケ
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卵
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だ
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義
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程
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警
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議

干
葉
版
に
十
月
十
八
回
付
か
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長
毒
び
、
移
主
ハ
羽
の
セ
イ
タ
カ
一

塁
巴
わ
た
って
事

抗
生

巣

シ
ギ
突
か
け
る

芝
し
のび
、
思
わ

一

立
ち
1
1谷
泊
予
肉
の
セ
イ
タ
カ
シ
ず
「
ば
んぢ
い、

セ
イ
タ
カ
シ
ギ
」と一

ギ
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お
泌
み
に
な
っ
た
方
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多
か
口
ず
さ
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と
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・

．

塑

一
士
ハ
日
付
の
「
別
れ
」
で
は
、

鳥
類
の
知
冷
ば
皆
無
と
い
っ
て
い
い

ぞ
と
は
か
と
な
く
わ
び
し
さ
を
お
ぼ
え

私
だ
が
、
一
回
目
の
「格
拘
飛
来
」
廷
た
＠
飛
ん
で
行
く
先
は
闘
の
混
同
町
地
方

的削み
、
「
巣
立

で

あ
ろ
う
が、

来
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一い
と
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あ
る
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セ

イ
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ヒ
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迎
え
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潟
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飛
矧
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ひ
し
よ
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）
に
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わ
り
の
な
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わ
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す
モ
ぎ
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
・
そ
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ら
れ
な
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は
思
っ
た
も
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の

「セイ
タ
カ
シ
ギ
の
「
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の
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堅
守
る
会
」
日
烏

夫
M
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卦
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く
り
に
興
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の
儲
字
だ
っ

の
さ

な
ど
、
と
よ
な
く
野
鳥
を
波
大
正

た
」
と
終
わ
り
の
万
に
潜
か
れ
て
い
た
れ
る
方
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が
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珍
烏
品
川
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」
か
ら

か
ら
、
と
の
を
う
な
る
こ
と
か
と
関
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別
れ
」
宏
で
の
問、

去
を
忘
れ
て

心
会
深
め
、
あ
あ
も
ζ
う
も
と
思
い
な

保
畿
に
尽
く
され
た
献
日
間
的
な
と
行
為

は
せ
た
の
で
あ
っ
た

・

に

対
し、

税
者
の
一
人
と
し
て
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か
ら

翌
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か
ら
は
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と
れ
ま
で
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年
近
感
謝
そ
申
し
ト
仔
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く
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真
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先
に
統
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だ
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総
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三
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五
五
ノ
三

を
後
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．
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／
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介
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仇
一
譲
田
保
正

淋
す
ゴ
玖
肉
仏
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司
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介
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．

／
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介
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彦
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フ
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が
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マ

ん

、
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寸
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だ
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つ
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と
介
市
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介
ゲ
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り
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．
ー

ュ

、

J
7リ
1
2包
笠
ト
？
ぷ
り
げ
い

え
え
ヲ
、

ミ
c
k
u
り
フ
U
W
H

’

L 

寸
う
ん
、

γ
l
ぅ，

。

1

1
」

文
介
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／
＼
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斤
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介
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＼
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繰
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介
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。
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こ
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し
で
あ
ぎ
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T
潟
柑
v
涼

y
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め
ノ
ミ
ゾ
＼

x
t
l
可
、
今
ま
で
の
曾
A
H

米－喝の一

国
・
芝
、
伏
伊
達
T
潟
工
期
巴
の
章
生
成
で
行
一
明

や
付
り
入
金
の
ミ
ゾ

baφuz．ゃ
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コ
く

yえ矛イト、

芝
扶
代
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話
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芝
l
、
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事
ー
さ

l
た
q

見
フ
め
童
l

寸
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の
T
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会
、
介
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干
潟

ー
斤

l
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は
ヤ
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x
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？
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物
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ぎ
、
マ
｜
ゴ
足
－
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c
．
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芝
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史
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・
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・
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－
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ま
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後
初
Y
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俊
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ゾ
」
り

、
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え
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中
’
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て
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つ
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介
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t
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A
W
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め
ぶ
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寸
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フ
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、
忠
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の
州
、
ソ
い
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h

安
井
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え
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U
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、
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、
冷
た
く
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ぷ
C

の
？
は
ぷ
リ

治
守
心
？
向
Y

ゴ
本
差
ば
、

ミ
ア
タ
介
、
う
俊
介
け
寸
行
フ

寸

「
り
介
介
ー
だ

Y
よ
リ
？
し
ょ
う
カ
？
」

A
r

手一－
E
フ「

lr、
何
の
た
l
に
さ
忍

y
ぷ
リ
ゼ
リ
、

y
の

介
会
品
作
約
五
芳
J

ん
だ
フ
た
。

爪
撤
収
、
建
め
は
戸
友
為

っ
た
の
み
？
舜
桐
入
り
セ
イ
j
qカ
ayoへ
芝
、
ヲ
コ
ミ
ゼ

に
つ
リ
寸
は

／
切
働
力
一

A
旬
、
り
水
五
介
フ
え
・

オゐ・門
川上
出
利
が
は
、
淑
人
の
、
信
頼
切
ハマ
ま
ん
’
民

票
q
l
g
ヲ
J
Fフ
ゾ
ァ
パ
に
汰
め
寸
り
た
e

何
故
ぷ
ザ
J

、

っ
詮
↑
さ
色
宙
に
使
え
す
為
’
に
」
ピ
ソ
フ
ム
勾
定
一
り
芝

棟
形
／
K
よ
り
疋
opu介
あ
フ
マ
殺
切
符
仮
令
之
島

x
k
t
5
A爪
た
記
録
判
介
、
干
潟
左
、
守
3
後

2
入手父

は
じ
ノ
斤

7
1、
東
の
卵
之
、
愛
1

た

e
Z州
、

支

寸

V

1

＼
〉
し
は
リ
の
一
呑
口
氏
尺
令
げ
た
．

x
l
l
T
、

じ

ノ

六

。

＼

の
団
体
に
さ
一
定
統

l
た．
A
A
来
す
回
収
り
、
協
カ

へ
寸
芝
、

一

良

町

六

九

台

。

μ介

シ穴、、物言吾

ミ
ゼ
左
ι
p
k
ノマ
A
寸
リ
犬
。

ぎ
、〉
フ
づ
さ
り
？
刊
に
。
糸
川
、

三
日

で
夕
日
明
日
に
下
t
m
と
印
芝
乙
ゴ
ホ

1
5小
田
鉱
千

だ
」
匂
の

λ
祭
主
五
介
フ
た
．

xー
の
向
申
！
、

セ
イ
ハ
y
升

た

フ

マ

リ

3
p
h
け
T
E
、
囚
表

／
や
は
、
昨
ネ
よ
り
と
は

τ汁
に
乏
校
本
環
境
の
平
日
必
つ
け
ヲ
爪
寸
（
ま
フ
寸
り
コ
伏
徒
五
の
た
。
会
晶
へ

＋
ぷ
り
桜
川
で
毎
回
－
と
す
ご

l
寸
り
た
め
た
。
＋
？
？
に

z
r
3く
引
勾
、
庄
小
寸
足
に
く

τの
ぎ
よ
り
介
、

ー
ズ
レ
浮
巧
祈
け
た
作
フ
だ
の
斥
介
ゲ
、
ナ
ハ
レ
乏
の
芭

一
弘
一
一
一
一
優
雅
弘
一
町
一
一
炉

心…泌総書…一清一まい…引…吋

千葉の埋(/j立て地で

セ
，イ
タ
カ
シ
ギ
卵
三
つ
ふ
化

【
平時措
】
短時拙
な
ス
タ
イ
ル
で
知
ら

ガ
マ
な
ど
で
閉
ま
れ
た
淡
水
池
で
、
さ

れ
る
珍
鳥
セ
イ
タ
カ
シ
ギ
が
、
平
穏
県
る
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
岡
県
市
川

－
習
志
野
市
と
千
葉
市
の
唄
宗
海
辺
国
川
出
南
京
花
方
二
の
三
五
の
九
、
読
売
一問団

の
淡
水
池
こ
か
所
で
栄
を
包
み
、
こ
の

同
町
売
店
員
、
議
田
＝
認
さ
ん
（2
一一一
）
ら
が

う
ち
一
か
所
で
ヒ
ナ
三
羽
が
か
え
っ
た
発
見
し
た。

と
と
が
日
本
野
鳥
の
会
千
葉
県
支
部
燥
に
は
、
習
性
ど
お
り
そ
れ
ぞ
れ
四

（
石
川
敏
準
支
部
長
）
に
よ
っ
て
慰
問
山
つ
の
卵
が
あ

ο、
積
回
さ
ん
ら
が
悶
察

さ
れ
た
。

同
支
部
は
二
日
、
「
珍
町
一
の
を
続
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
習
志
野
市
の

生
活
環
視
を
保
つ
た
め
、
思
め
立
て
地

方
は
、
ふ
化
し
な
か
っ
た
が、

mM恨の

に
緑
地
を
ふ
や
し
て
ほ
し
い
」
と
川
上
礎
で
は
三
つ
の
卵
が
、
六
月
十
七
日
か

司
穂
弓
事
ご
文
S
マ
ヌ
え
』
山
。
ら
十
九
日
に
か
け
ヒ
ナ
に
か
え
っ
、
昨

セ
イ
タ
カ
シ
ギ
は
、
チ
ド

η
巨
七
イ

E
一打
め
て
突
を
喜
一
見
レ
た
「
週
刊
第
売
」

タ
カ
シ
ギ
斜
の
野
鳥
。
・北
ア
フ
リ
カ
や

カ

メ
ラ
マ
ン
訟
永
恵
三

（み
ち
ぞ
う
）

南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
に
生
息
し
で
い
る
さ
ん
が
、
ヒ
ナ
の
照
影
に
成
功
し
た
。

が
、
わ
が
国
で
の
営
巣
の
記
録
は
、
木

同

泊

四

め
立
て
地
で
は
、
ヒ
ナ
も
合

曾
川
河
口
の
鍋
田
平
妬
地
（
妥
知
県
泌
め
て
セ
イ
タ
カ
シ
ギ
は
、
百
わ
せ
て
す

郡
部
弥
沼
町
）

し
か
な
か
っ
た
。
と
こ
一

羽
が
網
開
山さ
れ
て
い
る
。

ろ
が
昨
年
、
習
志
野
市
内
の
淡
水
池
マ

同
支
仰
で
は
、
セ
イ
タ
ガ
シ
ギ
が
十

営
農
が
般
認
さ
れ、

今
年
は
、
さ
ら
に

羽
以
上
も

，刷
用問’

で
生
息
し
て
い
る

千
葉
市
指
狼
の
担
め
立
て
地
で
も
問
見

の
が
政
刊
目
さ
れ
た
の
は
、
全
国
で
も
初

が
取
諒
さ
れ
た
三
一
か
所
と
も
ア
シ
や
め
て
の
こ
と
と
い．
ぅ
。

お

月

十

貫

一一一
卵
全
部
ふ

r
E
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お
む

た
。
ヒ
ナ
を
だ
く
セ
イ
タ
カ
シ
ギ
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，
F

一設

F
J凶

ソ叫
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H
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ゾ
」
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3
Z
Jんた
y
、

白
人
タ
の
き
の
だ
｜
寸
、
守
コ

た
可
証
ふ
り
下
は
五
つ
汁
．

句
枚
、
守
5
5
り
の
介
？
．

N
H
K
・
Tγ
ロ
l
q

り
ー
班
は
．
州
人
一
九
白
然
伐

t

諸
政
団
体
の
訴
川
、

EuxtM哨
グ

介
K
、一色土
3
行
為
を
マ
ふ

づっ

彼
5
Z会
く
向
括
処

に
l
五
り
局
、

＋
め
の
6
芳
り

要
の
姥
あ
主
寸
…苅
－T
、
白

ω

・
印
寸
フ
寸
り
マ
く
h
m
た
の
寸

あマ
d

ハ
久
下
次
号
ヘ
ν

門
誌
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新
聞
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升
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寸
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宙
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一一一
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1
六
六
六
ヘ

ム
λ

士
す
、

末

株

由

三

官

州

l

気
ド
チ

A
yま
寸
l

谷
苧
注

固

れ
仙
川
公
指
－
T
潟
に

報
l
寸
リ
玄
の
寸
‘

糸
良
三
専
の
好
1
A
Aを

いえロョ
l
マ
リ
マ
σ
。

ご－
A
介
ゴ
戸
前
後
九
担

事
乏
の
せ
ま
す
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会費＋2DOO

A

庁日．

m
R
H
B句
、

且

く

に

企

七

布

良

一介
、

リ
の
棋
在
十
－
潟
に
来

2
z
lた。

由民ザ左足
3
人
科
パ
け
乏
み
寸
ど

なとを次々に輸入しTご：.：かMWJl・:tl
ω桃14ilもして：｛1111'.,C.はよ印何より

「的物船!'II吋/Jlli投」（，）↑：－＇（泌を受け
た。 11ii日／v)fr• Jrとし て ：.1. 倒人形
ωほかフラワーカーニJ・0レなどが

ある。 ）.：＿パラ l剥｜のほか、 11\J内JULl•~I
地では初めてのジ1 ツトコースタ

ーを，出向するなど、 ff1j)j!J’I！めi'I.て
f＆の似l裂にら／1正J)Jレた。年1111入場
人W:J:l60h人に淫する。 l也価の

向J.flitから、これだけ交i刷出fl］な掛
,wにこうした胞投を他殺するのは

今後、 J!PiPI！とされ、京成のl~·I鎖fj
i1・をti',しむJ討が強い。

の［Iii辺14けれL、｛ζJJ,!(fしている。

11/i.tl＂乙人勺てかろは 1取!.I！必三日II
cnT1tl'lスタジオを心的したばか、
人；ff1jJJ（プーJレカS/(¥;.f(:て向1)<fi-;O）で
きる狗/ftレジャ
｝ランドとして

成長した。遊間

地内の路樹カ人

idlゾ己 Li人官 ［（Ci）作iri~N拠地となり‘
附拘l9'rl'KJ長自したベープ ・ルー
スカt締：！！Iした。その後、京l必E鉄
111営となり、 .A:-11.作戦争に炎人ず

るまでl則点－ltJかろ海水mゃ湖IJF
~－守り客などを集めた。~後i.12z~
KrTJWH事lし、銀、トラ、ライオン

園園京成谷津遊園 京成＇111鉄カiA:1F.
14年、 当時、tl.l{IDでゐった－mを

ロ収、 京成遊園地会社を設立、
「谷口4海岸遊園Jとして，m投し
た。日本勧業銀行の本館をそっく
り口い受け．谷浮遊l輔衆天j符と名
付けて名物とした。楽天J(,-fはその

後、千葉市にill波され‘現n：は千
挺トヨタのf!lr台となって干』良市内

x
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介
ふ

審判皐
，り
次
の
人
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よ
り
さ
ず
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X
勿
l

け
の
下
す
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v
l
l勺
＼

庖
伶
箔
の
中
ふ
と
の
や
り
た
り
‘
釦
仇

是
の
A
f
フ
た

4
4

泊
叔
芝
、

け
フ
と
、
フ
よ
く
詰
叫
ん
？
リ
く
の
？
す
。

サ、

JTル
ザ
色
蕗
平
、

2
3り
は
り
ず
に

E
努
ノ
の
ル
、
フ
で
来

マo
e

干
潟
左
足
及
介
夕
、

－7
ー
ナ
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ペ
レ
44tご
は
ん
芝
食

月
、
「
行
〈
／
〈
は
、
各
島
あ
3
り
は
ふ
だ
ん
の
B
T
M
C
同
心
力
け
ま

T
～
土
人
小
忍
ヤ
中
、
、
レ
ヰ
l
T
、
－
十
渇
左
N
’

V
ケ
に
l
ゴ
／
宣
＼
芝

'( 

「

く
人

少
λi 
く

？ 
ま
せ

ん

民
よ
、
こ
、
長
τ
り
つ
、
く
3
〉〕、

何
？

t
β
り
ょ
、
〉
寸
す
介、

官、
3

、
ー
を
は
り
〈
主
7
3
1
3
へ子。

干
の
一
頃
に
H
M
I
m札

た
乙
之
町
、
治
拡
収
山
内
ピ
ウ

ZVMフ
寸
み
寸
芝
、

志
人
手
ん

muめ
ず
は
J
1
ロ
包
で
よ
く
と
あ
，占

1A
寸

l
ま
フ
九
．

主
口
小
成
再
建
で
閉
園
へ
※

と
と
る
が
、
首
部
聞
唯
一
の
符
仰
の
菊
人
形

も
今
作
か
ぎ
り
で
消
え
去
る
斐
叩
に
な
り
そ
う

な
の
だ
。
経
常
不
娠
に
陥
っ
て
い
る
京
成
氾
鉄

が
、
再
M
U
の
た
め
、
優
良
資
産
で
あ
る
谷
体
遊

闘
を
日
本
住
宅
公
開
へ
先
制
附
す
あ
方
針
を
決
め

て
い
る
か
ら
だ
。
い
ま
の
と
乙
ろ
、
来
’
千
十
二

月
末
で
開
削

ω見
過
し
。
同
遊
間
だ
げ
を
か
ぎ

っ
て
み
た
場
合
、
県
学
経
常
だ
け
に
、

「
な
ぜ

つ
ぶ
し
て
し
ま
う
の
か
」
と
、
地
元
を
中
心
に

抗
い
庇
売
が
起
き
て
い
る
。

と
ろ
し
た
仲
間
民
側
の
反
発
の
背
設
に
は
、
符

凶
作
遊
間
が
秋
の
船
人
－
形
ぽ
か
り
で
な
〈
、
一
万

八
千
妹
を
拘
る
民
間
仲
一
の
パ
ラ
刷
、
ゾ
ウ
、
チ

ン
パ
ン
ジ
ー
な
ど
百
州
知
近
く
を
耐
え
た
動
物

凶
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
必
を
与
え
る
段
少
な

い
郎
市
遊
園
地
だ
っ
た
乙
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
過
去
六
十
年
近
い
慌
史
の
中
で
、
海

戸

水－

mや
制
下
狩
り
、
辿
起
に
‘
と
な
に
か
し
る

さ
ま
ざ
ま
な
郷
愁
を
抱
い
て
い
る
人
た
ち
も
多

い
。
乙
の
よ
う
に
、
一
払
企
業
の
耶
怖
で

mm

に
や
め
る
わ
付
に
は
い
か
な
い
ボ
情
が
多
々
あ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
HmJa品
川
い
。
以
近

に
な
コ
て
地
r
ん
を
小
心
花
田
志
野
市
、
川
町
凶

あ
て
、
川
滋
凶
を
社
会
教
育
他
殺
と
し
て
の
伴

枕
を
求
め
る
住
民
起
動
も
起
き
て
い
る
。
岡
市

円
山
も
跡
地
の
す
べ
て
を
公
開
住
宅
化
ず
る
ζ

と
に
は
以
対
の
附
四
肢
を
表
明
、
と
の
ま
ま
で
は

ん
も
地
開
発
を
組
め
な
い
と
の
符
え
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ド
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っ
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。
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。
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句
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司
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翻
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。
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追
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司
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引
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。
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叶
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。
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古
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引
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。
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え
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れ
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収
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司
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司
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司
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狸
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回
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仇
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追
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向
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ち

の

中

で

育

っ

た

。

け

の

文

富
山訟
で
あ
る
。

原
稿
用

』

「

で

も

、

け

ん

か

が

弱

い

ん

紙

も

キ

ャ

ン

パ
ス
も
同
じ
0

0

で
、
絵
、
か
い
て
ま
し
た」

大
切
な
の
は
、

「
凶
剖
判
寸

？
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1
仔
限
切
に
防
い
い
胎

院

ほ

怜

初

め

て

モ

ノ

l
陪
回
出
は
い
つ
な
筋

占

ほ
レ
ト
化
偲
廿
凶
仇
同
い
民
同

き
ゅ
旧
い
同
ル
村
山
ね
ト
ぃ
1

0

郷
の
ボ
タ
山
が
、
の

ち

に

自

分

プ

ロ

に

な
っ

た
ら
、
本
当
の

や

釧
A
関
町
一
野
泊
剖
剣
叶
匂

絵
か
き
で
は
な
い
。
「
」
引
材
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「
気
持
ち
は
、

具
象

な

ん

で

沖

凶

げ

ル

伊

怜

一天
才
た
ち
は
、

。

す
が
ね
」
。
両
風
間
銭
、
洗

練

吊

後
ま
で
紫
人」

｜
｜
現
代
美

子

さ
れ
た
品一一回班点泊
い
で
あ

る

。

術

へ

の

流

れ

が
、
小
気
味
よ
い
ふ

昭
和
十
八
年
、

東
京
美
術

学

デ

ッ

サ

ン

で

鮮

や
か
に
0

0

校
油
絵
科
を
、
戦

争

で

繰

り

上

六

十

歳

。
こ
の
三
月
、
東
京
や

げ
砿
業。

在
学
中
は
、
ア
カ
デ

芸
大
教
授
を
や
め
た
。
定
年
ま
ふ

ミ

ッ

ク

な

画

法

に

反

発

、

「

沼

で

七

年

を

残

し

て

0

0

ち

こ

ぼ

れ

」

学

生

だ

っ

た

。

「

十

二

年

間

、
学
生
か
ら
数

T

や
が
て
、
十
二
年
間
の
パ
リ

わ
っ
て
い
た
よ
う
な
も
ん
で
す

ふ

留
学
。

渡

仏

後

間

も

な

く

、

変

か

ら

ei
－－・
」
。
柔
和
な
阪
に

O

裂
を
亡
く
し、

一
時
絵
筆
を
捨

M

時
聞
が
も
っ
た
い
な
い
d

と

守

て

る

。

友

人

た

ち

の

励

ま

し

書

い

て

あ

る
。
涼
然
と
し
て
い

ふ

で
、
故
国
に
送
っ
た
八
岩

上

の

る

が

、
心
は
、
n
川
筋
も
ん
H

O

人
V
で
安
井
賞
。
「
西
洋
で
学

と
見

た

。

（

彪

）

守

ん
だ
の
は
、
，
形
u

で

す

」
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ふ

当
時
の
留
学
生
仲
間
の
交
遊

－
次
凶
は
緊
修
一氏
l
仇

み
刑
渓
の
教
訓
。

は
知
ソ
リ
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司、

ボタ山のミ心、原点に子
、
フ
ロ
に
す
す
人

x
l
A左
生
斤
1
7
リ

玄
人
は
何
人
リ
す
す
ん
芝
ノ
う
か
？
。

淡
水
源
は
雨
水
だ
け

よ
ど
み
が
ち
な
水
質

水
鳥
の
生
息
に
不
適

欠
陥
だ
ら
け
一
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・
．野鳥
の
策
簡
と
い
わ
れ
た
市
川
市
の

旧
新
浜
海
岸
の
組
め
立
て
と
引
き
抽
出
え

に
、
岡
地
区
に
泡
ら
れ
た
全
国
で
も
珍

し
い
野
地
の
た
め
の
「
人
γ
車
・
潟
（
ひ

－が
た
）
」
に
闘
し
て
、
第
｝
回
の
申
嗣
相

側
資
級
制
m－
”
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
9
・

た
・
雰
議
委
け
芙
営
棋
譜

や
野
世
間
艶
好
僚
な
ど
初
予
向
か
出
廓
レ

た

mmか
ら
一
紺仲
間
に
わ
た
っ
ず
お阿輩

、uだ
分
で
、
項
目
は
水
質
や
植
生
、
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
や
路
生
動
物
、
魚
鎖
の
生

”
な
ど
に
，
恥
仰
で
い
る
が
、
岨
帽
匂
嘗
は

綿
愉
と
レ
て
早
川
一
聞
の
段
閣
で
の
胤
遜

じ
が
正
由
酬
で
な
く
、
・ま
だ
ま
だ
水
凧
仰
の

生
息
地
と
し
rAは
適
し
て
い
な
い
」
と

述
べ
て
い
る
・

報
告
絡
を
ま
と
め
た
の
は
東
部
大
泌

望
務
室
の
唇
畠
襲
撃
、

平
備
の
野
鳥
観
察
合
そ
管
到
し
て
い
る

遭
属
桝
チ
ぢ
ん
ら
十
八
人
で

－m山闘して

い
る
『
新
浜
初
回
n
A
R－－

y
測
資
期
附
は

こ
と
じ
＝
一
月
ま
で
の
五
十
得
度
分
・
・

也
の
干
潟
は
地
下
叙
縦
割
線
行
徳
駅
．

（朝日新肉J

開
約
一
・
五
J
に
広
が
る
五
十
－

s

で
、
拍
削酬
に
は
窃
内
庁
新
浜
町
四
猟
絡
が

鼠
V
G

．
千
紛
の
治
成
は
四
十
五
年
か
ら
始
め

ら
れ
、
昨
年
三
月
に
完
了
し
た
・
m
公
有

水
耐
だ
っ
た
－
闘
を
仰
の
泌
邸
＋
－砂
で

組
め
立
一
%
中
血
福
分
を
．弔
問
日
比
遠
浅

の
地
形
に
じ
た
り
、

重
忠
商
と
結
ぶ
三

本
の
水
路
そ
巡
h
J

℃
測
の
平山州
在
伝
え

る
工
夫
そ
し
た
・
ま
た
、
問
削
闘
で
も

潟
水
が
か
ぶ
ら
な
い
神
央
部
分
の
－
角

に
は
、
干
潟
の
淡
水
猷
と
し
て
、
雨
水

や
地
下
水
を
利
用
す
る
予
定
で
淡
水
池

恥
遜
ら
れ
て
い
る
・

，
と
と
・ろが
、
治
成
舟
了
後
に
な
っ

－
て
、

当
初
の
計
耐
泊
り
に
機
能
で
き
待

い
部
分
が
干
潟
の
－m
k出
て
き
た
・一ニ

サ
品
の
水
路
の
う
ち
、
二
十
A

は
周
辺
の
マ

ン
シ
目
ン
や
一
戸
建
て
住
宅
知
ヱ
燭
な

ど
か
ら
流
れ
出
る
都
市
汚
水
の
排
水
路

お
つ
な
か
っ
て
い
る
た
め
、
。午
潟
内
の

水
質
汚
披
防
止
の
酎
か
ら
、
ご
水
路
の

水
門
そ
終
餅
閉
め
告
ら
な
け
れ
ば
な
ら
－

は
く
江
っ
た
・
と
の
た
め
淑
束
尚
の
湖

ミ
の
ワ
牛
同
．

犯
の
知
マ
d

限
り
、

奇
ホ

Z
4＋
十
斤

l
寸
リ
マ
d
J
八
、

払
叩
人
℃
、

で
は
逆
に
粘
土
の
鈴
宋
が
浮
遊
レ
℃
、

に
C
り
の
明
国
と
な
り
、

mw地
を
好
む

関
駅
銑
躍
と
の
策
顛
均
腐
柑聞に添
向
晶司

．

疲

急

努

笠

つ
を
い
う
ソ
ハ

耐
震
寝
註
t
．芸
会
心

高

野

一

て
れ
る
が
？
司

積

雪

：

白

跡
巡
防
水
臓
の
鳩
般
や
淡
が
の
鳩
鴬
対

審

宮

、
セ
き

お

一か
晶
密
情

聴
伊
鉱
宮
山
積
は
竿
怠
必

ず
を
州
首
倒
周

忌し
は
響
－
ぃ

？
カ
モ
婦
の
用
飛
は
と
れ
か
ら
法
格
的

一に
な
り
、
十
日
開
山
也
、
平
潟
に
は
百
羽

前
後
の
ス
ズ
ガ
モ
の
務
れ
や
三
百
羽
ぐ

ら
い
の
ウ
ミ
ネ
コ
の
税
れ
が
見
ら
れ

る
J

附昨
年
の
冬
は片山
A

ハ
ク
チ
E

ウ、

ダ
イ
セ
ン
、
キ
ア
シ
シ
ギ
な
ど
の
珍
府

も
や
っ
て
ぎ
た
・
「
し
か
し
、
い
ず
れ

も
側
体
般
は
少
な
く
べ
す
ぐ
嫡
ぴ
去
る

の
が
幣
で
あ
っ
た
・
と
む
ら
の
す
べ
て
’

が
定
硝
し
な
け
れ
ば
正
常
な
平
悶
と
川
崎

いい時
期
い
」
と
翌
己
て
いる・

の
平
渦
卓
司
也
九
る
の
は
一

本
の
水
路
だ

け
と
な
り
、
平
山
刊
の
越
は
外
品
開
の
場
合

ニM
前
後
あ
る
の
に
「
干
潟
内
で
は
大

潮
時
で
も
十
l
一
一
十
円
ン
閣
制
度
で
、
野
鳥

の
エ
サ
と
な
る
ゴ
カ
イ
や
貝
、
カ
ニな

ど
、
水
ぎ
わ
の
好
き
な
脳
牛
刷
物
の
住

息
に
不
肉
さ
と
は
っ
て
い
る
」
と
型
ロ

・
は
い
っ
て
い
る
・
．

・
段
た
、
淡
水
油
の
地
下
水
利
用
は
地

銀
出
下
防
止
の
た
め
不
可
飽
．
上
水
道

岬
闘
が
池
の
近
く
患
で
般
か
れ
て
い
る

が
、
野
鳥
に
水
泡
水
－
c飲
ま
せ
る
わ
け
・

に
も
い
か
ず
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現
在
は
同
水
が
附
一の

淡
水
淑
・
報
告
・
は
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池
の
水
位
の
変

動
が
・
散
し
い
．
陣
地
部
分
に
淡
水
の
漏

れ
る
小
川
紅
巳
も
出
来
な
い
た
め
安
定

し
た
部
地
が
鰍
胡H
Sれ
ず
、
平
協
会
体

の
水
質
は
東
京
湾
と
の
巡
絡
の
感
さ
と

A
お
せ
て
、
夜
佳
乏
レ
く
閉
倒
的
で

去
と
み
が
包
だ
」
と
し
て
い
る
・

し

さ
ら
に
P
平
潟
滋
成
に
は
粘
土
慣
の

潟
市
山
土
品
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を
組
め
立
て
に
使
っ
た
た

め
、
阪
地
部
分
は
戦
く
と
石
の
ぷ
わ
化
・

聞
く
な
り
植
物
が
静
ち
に
く
穴
水
中
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